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白い結婚のはずでしたが、記憶を失くした夫から溺愛されています
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　灯された燭台の明かりが、豪奢な寝台の上にいる裸の男女を照らしていた。仰向けに横たわっている女は妻で、彼女に覆いかぶさっている男は夫だ。

　うっすらと上気した妻の肌には、淡い花びらのような口づけの跡があちこちに散りばめられている。初夏の温い夜気も手伝って、二人の背中はしっとりと汗ばんでいた。

「ラシェルは感じやすいんだね」

　壮絶に艶めかしい光を宿した青い瞳を細めながら、夫が指先で彼女の蜜口をかき乱す。

「ん……あ……っ」

　否定したいのに、震えるほどの愉悦に息が弾むだけで、言葉らしい言葉を紡げない。

「テオ……」

　サファイヤブルーの瞳に囚われ、ラシェルはかろうじて夫の名前を口にする。

『俺には好きな相手がいる。だからラシェルには指一本触れない』

　一年前の新婚初夜にテオ・アライスから告げられた無情な一言が、ふいに脳裏をよぎった。そして実際に彼は今日にいたるまで、このアライス侯爵家の寝室で眠る彼女のもとを訪れることはなかった。

「もっと君の声を聞かせて」

　隘路を往復する指が二本に増やされ、淫靡な水音とともにラシェルの喉から甘やかな声が漏れた。

　拒絶するなら、もっと前に機会はあった。彼が寝室に入ってきた時にすぐに退室すればよかった。抱き締められた時に突っぱねればよかった。キスをされた時に頬を叩けばよかった。

　でも、そんなことはできなかった。

　夫に――テオに抱かれたい。

　子供の頃からずっと好きだったのだ。

　不慮の事故で『好きな人』のことさえ忘れ、妻を愛していると信じる今の彼を騙しているようで胸が痛んだ。やはり本当のことを伝えなければと、理性が訴えかけてくる。

「テオ、やっぱり、こんなこと……」

　潤みきった翡翠色の瞳から、透明な雫が零れた。

「記憶を失くした俺に抱かれるのは嫌？」

　滲んだ視界に、そう問いかけてきたテオの泣きそうな顔が映る。彼のそんな表情を見るのは生まれて初めてで、きゅっと胸が締めつけられる。

　結婚してからずっと冷たい態度を取られていても離縁しなかったのは、テオのことを愛していたからだ。

「嫌じゃない……。でも、夫婦だからって義務で私を抱かなくてもいいのよ」

　夫婦なら夜は同じ寝台で眠り、愛の証を残すため体を重ねる。テオの頭に残っている一般的な知識としてはそうなのだろう。

　だが、記憶を失くす前の彼は、その時間を心から好きな人と分かち合いたかったはずだ。

「義務……ね。本当にそうなのか、確かめてみようか」

　テオはふっと口角を上げた。

（何かおかしいことでも言ったかしら？）

　ラシェルは微かに眉を寄せた。

　テオがもったいぶるように静かに指を引き抜くと、空虚になった蜜襞が戦慄く。

　そこを埋めていてほしいという感覚が湧いてきて、彼女の体温が僅かに上がった。その気持ちが伝わったわけではないだろうが、次の瞬間、太腿を大きく割り開かれ、何か別のものが潤んだ蜜口にあてがわれた。

「ひぅ……っ」

　今まで感じたことのないほどの熱いもので隘路が押し拡げられる。指よりも圧倒的質量を持ったものの正体はすぐにわかった。今にもはちきれそうな太さで獰猛な色をした彼の剛直が、ラシェルと繋がろうとしている。

「ま、待って……！」

「さんざんかわいい姿を見せられて、ここで待てると思う？」

　媚肉を引き攣らせながら、剛直が奥へ進んできた。

　――あなたの好きな人は他にいるのよ。

　――記憶が戻った時、後悔するから。

　彼を止める言葉を懸命に頭に浮かべるが、どれも真白な霧の中に吸い込まれていく。愉悦を送り込まれるたびに、彼女の思考はその霧に呑まれ、甘い色に塗り変えられていった。

　朝露が光る薔薇のように濡れた唇から零れるのは、言葉にならない嬌声――。

















第一章　幼馴染との白い結婚












　ジュネ男爵家に生まれたラシェルは、大きな病気やけがをすることなく元気いっぱいに育った。小さいうちはのびのびと好きなことをしてほしいというのが、両親の教育方針だった。おかげで五歳になる頃には一日中庭を走り回って、追いかける乳母が先に目を回してしまうほどだった。

　九つ年上の兄エリックも以前はよく遊んでくれたが、勉強が忙しいと言って、近頃は相手にしてくれない。そんな天真爛漫なラシェルを楽しませてくれるのが、アライス侯爵の次男であり、ラシェルの幼馴染のテオだ。

　ジュネ男爵は、アライス侯爵が所有する領地の一部の管理を任されている。侯爵は気さくな人柄で、明朗快活なジュネ男爵とは気が合ったようで、両家はラシェルが生まれるずっと前から家族ぐるみでの付き合いが続いていた。

　祝い事がある時や困った時はもちろん、今日のように何でもない日でも互いに行き来して交流を深めている。

「テオ、見つけたっ」

　アライス侯爵家の広大な薔薇園の奥にある噴水の陰に、しゃがんでいる遊び相手の背中が見えた。

　明るい声を上げて駆け寄っていくと、テオが顔を上げて振り返る。

「探すの、早くなったなあ」

　テオは綺麗に並んだ歯を見せて笑った。

　日差しを弾いてキラキラと輝くテオの金の髪は絹糸のようにサラサラで、サファイヤブルーの瞳にわずかに重なっている。なぜか日に焼けることのない肌は、白磁のようになめらかで綺麗だった。

　ラシェルも色白の方だが、夏になると多少は日焼けしてしまうので、彼が羨ましい。くりんくりんと癖の強い薄茶色の髪も、左右の高い位置で結ぶとボリュームが出るし、寝起きはもっとひどいことになっているので、よく兄に笑われるのが面白くなかった。

　お腹の中にいる頃から元気で絶対男の子だと思ったと、母が笑って話してくれたこともある。

　女の子らしく部屋の中で人形遊びやままごとをしようと勧めてくる使用人たちに対して、テオだけは特に気にせずたくさん遊んでくれた。

「だって、背中が見えていたわ」

　ころころと笑うと、テオも笑いながら立ち上がった。

　十一歳の彼はラシェルよりも背が高く、うんと見上げないと目が合わない。

「じゃあ、頑張ったからプレゼント。手、出して」

「えー、なになに？」

　目を輝かせながら両手をお椀のような形に合わせて待っていると、そこにポトッと小さなものが落とされた。

　丸薬みたいにコロンと転がったそれは、もぞもぞと動いたかと思うと、にゅっと脚を生やした。

「きゃあっ！」

　びっくりして手を開くと、それは地面に転がり落ち、また動き出してどこかに歩いていく。

「ダンゴムシじゃない！」

　眉をつり上げ、頬をぷくっと膨らませると、テオが腹を抱えて笑い出した。

「これにひっかかるの、何回目だよ。おっかしー」

　サラサラの髪を揺らしながら、目尻に涙を浮かべて笑う様子は、どこにでもいる年相応の男の子だ。

「ひどーい！　覚えてなさいよっ」

「いて、いて！」

　ぽかぽかと腕を叩いてくるかわいらしい攻撃を笑いながら受け止め、テオはまだ笑っていた。

「じゃあ、そろそろ中に戻ろうか」

　ひとしきり笑い涙を流したテオは、広大な薔薇園のそばに建つ古めかしい城を指さした。

　何代も前からこの領地を治めているアライス侯爵家は、ここメリニオン国の王家からの信頼も厚く、歴代の王に仕える大臣も多く輩出している名門貴族だ。

　この居城は、領地の中央にある大きな町サンレアンの郊外にある。ここから王都までは馬車を利用し、三日ほどで到着できるらしい。

　対して、ジュネ男爵が管理を任されているのは、サンレアンから王都とは逆の方向に馬車で四日ほどかかる位置にあった。大半を山や痩せた土地が占めていて、作物を育てるのにはあまり向いていない。それでもアライス侯爵の手厚い援助があり、生活が苦しいと感じたことは一度もなかった。領民たちものんびりと牧羊で生計を立てている家も多い。

　のどかで慎ましく、温厚な性格の人々に囲まれたこの場所が、ラシェルは好きだった。

「えー、もう？」

　ラシェルのまだ遊び足りないという不満が、はっきりとわかる声色だった。

「兄さんとエリックの勉強がもう終わった頃だと思うよ」

　テオは城の二階の窓を指さす。

　テオの兄ファビアンと、ラシェルの兄エリックは年齢が同じで、真面目なところがよく似ていた。二人が貸し借りしているという本を見せてもらったこともあるが、ラシェルには難しすぎてちんぷんかんぷんだった。

　ある時、ラシェルが庭の草花でままごとをしようとしたら、根に毒があるから素手で触らない方がいいとファビアンが教えてくれた。見た目はとても綺麗な花だったので、彼の助言を聞かずに触っていたら大変なことになっていたかもしれない。

「うちのお兄ちゃんもファビアンもどうしてそんなに勉強が好きなのかな」

　ラシェルはつまらなそうに唇を尖らせた。

「好きとかではないんじゃないかな」

　テオが苦笑する。

「二人は将来領地を治める後継者だから。今のうちから学ぶことが大事なんだってさ」

「テオはお勉強しなくていいの？」

「俺は次男だから、好きにしていいって。だからラシェルと遊んでいる方がおもしろい」

　ほんの少しだけ声のトーンが落ちた気がしたものの、ラシェルと遊ぶ方がいいと言われて心が大きく膨らみ、違和感は思考の外に弾き出された。

「じゃあ、もっとあそぼ」

　にっこりと笑ってテオの手を握ると、彼も嬉しそうに目を細めた。

「わかった。それじゃ今度はラシェルが隠れる番だ」

「ふふっ、見つけられない所に行くわよっ」

　ラシェルは彼の手を離すと、薔薇園の方へ向かって地面を蹴った。

　肩越しに振り返ると、テオはしゃがんで両手で顔を隠している。

「よーし。どこに隠れようかな」

　そう呟きつつも、行く所は決まっていた。薔薇の生け垣の中だ。

　ここは迷路のように複雑で、実はまだ一人で抜けられたことはない。これだけ入り組んでいるのだからテオも簡単には見つけられないはずだ。

　右に左にぐるりと曲がり角を通り過ぎて、もう一つの角を曲がろうとした時だった。薔薇の枝にワンピースの袖が引っかかり、無理やり引っ張ったら反動で枝がしなってラシェルの顔に当たった。

「痛いっ」

　悲鳴を上げて、顔を押さえる。揺れる枝が鞭のように腕にも当たって、ちくりとした。

「テオ！　助けてぇ！」

　手首を見たら、とげが刺さったのか赤い血が盛り上がってくるところだった。

　思わず、涙が膨れ上がる。

　綺麗な薔薇園が急にこわい魔女の森のように見えてきて、ぽろぽろと涙が零れ落ちた。

「早く見つけて、テオ！」

　泣きじゃくりながら、ラシェルは幼馴染に助けを求め続ける。

「ラシェル！　ラシェル！」

　呼びかける声がどんどん近づいてきて、テオはあっという間に姿を現した。

「ま、迷わなかったの？」

　ひっくとしゃくりあげると、肩が小さく跳ねる。

「自分の庭で迷うやつがどこにいるんだよ。それより、どうした？　転んだのか？」

「枝にひっかかっちゃって……」

　ぐすんと鼻をすすりながら、ラシェルは頬から手を離してみせた。

「うん。少し赤くなっているけど血は出てない。水で冷やせば大丈夫そうだな。こっちは……」

　ラシェルの手首の傷を確かめたテオは、ポケットからさっとハンカチを出して細い手首に巻いてくれた。

　てきぱきとした処置にラシェルは感心して、涙もいつの間にか止まっていた。

「膿んだらいけないから、すぐに洗うんだ。やっぱり中に戻ろうな」

　怪我をしていない方の手をぎゅっと繋いだテオは、彼女の歩調に合わせて城の方へ引き返しはじめた。今度はラシェルも駄々をこねることはしない。

「ハンカチ……洗って返すね」

　かすかに血が滲んできているのを見て、ラシェルは彼を見上げた。

「いいよ。それ、ラシェルにプレゼント……って、そんなものもらっても嬉しくないか」

　快活に答えたテオの笑顔が何だか眩しく見えて、ラシェルは顔を赤らめて翡翠色の瞳を細める。

「ううん、ありがとう。テオ、大好き！」

　一緒に遊んでくれる頼りがいのある幼馴染との付き合いは、それからも続いた。

　ある日、十二歳になってもあいかわらず外で体を動かすことが好きなラシェルのために、十八歳になったテオが初めて馬に一緒に乗せてくれることになった。

　アライス家の居城から少し離れた草原を駆けるだけの約束だったが、馬車に乗るより視界は開け、不安定な乗り心地にドキドキする。

「振り落とされないように気をつけて」

　頭のすぐ上で聞こえる彼の声は、緊張しているラシェルと違って、ずいぶんと落ち着いていた。宝物を扱うような優しい口調だ。その静かな低音の声色が、耳に心地いい。

　テオはアライス侯爵やファビアンたちと狩猟にも同行するようになって、乗馬はすっかりお手の物なのだろう。残念ながらラシェルはどんなに頼み込んでも、まだ小さいし女の子だから怪我をすれば将来取り返しがつかないと、父が許可してくれなかった。だが、ようやく今回、テオと一緒ならばと首を縦に振ってくれた。

　ラシェルを包み込むように後ろから手綱を握り、馬を操る彼の腕前は素晴らしかった。

「どこに行くの？」

「秘密」

　テオは笑って答えた。

　振り仰いで彼の端正な面立ちを見つめる。風に流れるブロンドがとても優雅で、まるでおとぎ話に出てくる王子さまみたいだった。

　かくれんぼをしていた頃のテオの身長にはようやく追いついたが、彼はそれよりもぐんと背が伸びていて、その差はもう縮まることはないだろう。

「ほら。前向いてないと危ないぞ」

　彼に言われてハッと向き直ると、少し離れたところに湖が見えた。凪いだ水面に鏡のように青空が映っている。

　そこに辿り着くと、ゆっくりと馬から下ろしてもらった。

「ひろーい！」

　両手を仰いで体を伸ばしたラシェルは、スカートの裾を大きく摘まみ上げて駆け出す。

　草原の青い香りを胸いっぱいに吸い込むのは気持ちがよかった。

「ん……？」

　湖のそばまでやってきたラシェルは、ふと足元に動く影を見つけて目を落とす。

「これ――」

　ちょろちょろとしっぽを振っているのは一匹のトカゲだ。

（そういえば、昔テオがよくいたずらでダンゴムシをくれたっけ）

　くすくすと笑いながらラシェルはそこにしゃがみこむと、そっとトカゲを手の中に収めた。

（すぐ逃がしてあげるからね。ちょっとテオをびっくりさせるだけよ）

　手の中でくすぐったく動き回る小動物に謝りながら、遅れて追いついたテオの方を向くとにっこりと笑った。

「大好きなテオにここまで連れてきてくれたお礼をあげるわ。手を出して」

「え？　それは嬉しいな」

　形のいい唇で弧を描いて、彼は大きな掌を差し出してきた。

　そこにトカゲを載せようとしたのだが、それは自由を求めて激しく動き、ラシェルの指の間からするりと抜け出してしまった。

「えっ、あっ」

　ここで逃がすものかと手を体に寄せたのがいけなかった。トカゲはあろうことか、ラシェルのワンピースの胸元に飛び込んできて、隠れる場所を求めるように服の中に潜り込んでしまった。

「きゃあっ！　やだぁっ」

　手で捕まえるだけなら造作のない相手だが、無防備な肌の上を這い回られるのには慣れていない。くすぐったさ半分、気持ち悪さ半分だった。

「お願い！　これ取って、テオ！」

　半泣きになりながら、ラシェルは胸元のリボンを解き、ブラウスのボタンを上からいくつかはずすと胸当てを強引に引っ張る。成長著しい二つの膨らみの間に細いしっぽが揺れているのが見えた。

「でも、女の子の体に――」

　少し戸惑った表情を浮かべ、伸ばしかけた手をひっこめる彼にもう一度懇願の瞳を向ける。

「今、私が掴んだら潰しちゃいそうなの……っ。早く、取って！」

　完全にパニック状態で、力の加減ができそうにない。

　冷静なテオに頼んだ方がいいと思ったのだ。トカゲが這うより、テオに触れられるくらいなんともない。

「ご、ごめん……じゃあ」

　そう言ってテオの大きな手が服の中に入ってきた。むずむずと動き回るトカゲを捕らえようとする彼の温かくて長い指が柔らかな乳房に触れる。

（早く……早く――）

　きつく目を閉じているうちに、彼の手がすっと服の中から抜かれた。気がつけば動き回る感触はなくなって、恐る恐る目を開ける。

「取れたよ、安心して」

　テオがそっと草むらの中にトカゲを放つと、それはさあっと姿を消していった。

「あ……よかった」

　ホッと息をつくと、自分の乱れた衣服が視界に入り、慌ててテオに背を向けて直し始めた。

（テオの顔が見られない――）

　火がついたみたいに頬が熱くなっている。きっと林檎のように真っ赤になっているに違いない。

　取ってもらう前は、なんてことはないと思っていた。家にいる時、兄の前で寝衣姿でいても平気だったし、テオも家族同様の存在だから、深く考えずに自然に頼んでしまった。それなのに、今になってとても恥ずかしくなってくる。

「だ、誰にも言わないでね」

　テオは大切な存在に違いないのに、家族とは違う。彼に感じていた「好き」という想いが特別なものであることを、この日初めてラシェルは意識した。

「言わないよ、ラシェル。でも、もうこんないたずらはしない方がいいな」

「しないから……今日のことは忘れてね」

　服を直して少し動揺が収まったラシェルは、小さな声で答える。

「……乗馬に誘うんじゃなかった」

　ふいに背中にかけられた彼の後悔の呟きに、胸がずきりと痛んだ。

（きっとテオはお転婆な私に愛想をつかしたわよね。普通の女の子はトカゲを掴んだりしないし、男の人の前で服を脱ぎ出したりなんかしない）

　好きな人の前でなら、なおさらおかしな行動は慎むべきだと反省してももう遅い。

「か、帰ろっか。お腹空いちゃった」

　ラシェルは俯いたまま振り返ると、城に戻るまで必死にテオから顔を逸らし続けていた。

　彼の顔を見たら、なんだか泣いてしまいそうな気がしたからだ。

（自分の気持ちにもっと早く気づいていたら……ううん、今から女の子らしくすればまだ間に合うかな……）

　それからのラシェルは家の中で裁縫や刺繍を嗜んだり、兄から本を借りて読書に勤しんだり、できるだけ家の中でおとなしく過ごすようになった。

　兄には何か変わったものでも食べたのかと心配されたり、両親からも体調が優れないのではないかと医者を呼んだりされたが、結局は年頃の女性相応に成長したのだという結論に至った。

　一年が過ぎ、二年が過ぎてもアライス領に遊びに行きたいと以前のように駄々をこねることもなくなり、日に焼けていた肌もすっかり白くなる。

　両家の交流は変わらずに続いていたが、湖の一件以来、ラシェルとテオは顔を合わせると互いにぎくしゃくしてしまい、顔を合わせても会話は続かなくなった。

（ちゃんと話したいのに、うまく話せない。テオもなんだか目を合わせてくれないし……）

　嫌われてしまったのかもしれないという不安が心をよぎる。それでも女性らしいふるまいを覚えれば、テオが振り向いてくれるかもしれない。その一心でラシェルは自分磨きを続けた。

　物静かな所作を身につけ、一通りの化粧も覚えたが、面立ちは幼さを残し、背もあまり伸びなくなったので、何年経っても家族はラシェルをかわいいと言って甘やかしてくる。おとなしくしろと言っておいて、今度は子供扱いするとはどういうことかとラシェルは呆れた。

　時折ファビアンがエリックの所を訪問してきたが、テオの方は二十二歳を迎えた頃からジュネ家にはこなくなった。どうやら王宮の文官登用試験を受けるために、忙しくしているのだという。

　顔だけでも見たかったが、彼の勉強の邪魔をしてはいけないと思い、ファビアンから元気にしていることを聞くのがやっとだった。

　それから一年が経った。

　テオが試験に合格して王都に出発する時、見送りで会いに行ったが、今度は久しぶり過ぎて言葉が出てこない。

　二十三歳になったテオはしばらく顔を合わせないうちに、ますます凛々しさに磨きがかかっていた。風景すら霞んでしまいそうな輝きをまとった彼の姿を、まともに見られるはずもなく、ラシェルはすぐに俯いた。

「し、試験、合格おめでとう。王都に行っても頑張ってね」

　ここサンレアンをはさんで、王都はジュネ家の真逆の位置にある。ラシェルが一度も行ったことのない未知の場所だ。生活に困らない暮らしをしているとはいえ、社交界に出るほどの金銭的余裕はない家で育った彼女にとって、王都はさらに遥か遠くの世界だった。

　もう二度と会えないような気さえして、本当はこわい。それでも恋人でもないのに引き留める権利はラシェルにはない。

　彼に迷惑をかけないように、素直に送り出すのが精一杯の応援だった。

「ありがとう。頑張るよ」

　深く柔らかな声は、懐かしくもあり、初めて耳にしたように胸に染み渡った。

（テオ、かっこよくなったね。私は、どう？　少しは女の子らしくなった？）

　言葉が喉まで出かかっているのに、口が開かない。

「じゃあ、いってくる」

　ぴかぴかに磨かれた靴先がくるりと反対を向いて、視界から消えた。

　あまりにもあっさりとした挨拶で、なんだか別れの実感がわかなかった。

（テオのために、頑張ってお化粧してきたのに、髪も綺麗に結い上げてもらったのに、気づかなかった？　そもそも興味がなかった――？）

　そんなこと、聞けるわけがない。

　もしかしたら「綺麗になった」とか「大人っぽくなった」とか異性として意識してもらえるかもしれないと期待した分、落胆も大きかった。

　ラシェルは泣きたいのをこらえて、兄たちと共に自分の家に帰った。

　次に会えるのはいったいいつなのだろう。

　心にぽっかりと穴が空いたような物足りなさを感じた。これを埋めてくれるのはテオしかいないとはっきりとわかる。これきり会えないということがありませんように、とラシェルは心の中で祈った。

　再会が叶った時には、自分の気持ちを打ち明けようと密かに決意する。

　王宮に上がってからのテオは忙しくしているのか、数か月経っても手紙の一つもないのだと、アライス侯爵が寂しがっていた。

　春の花々が色とりどりに咲きほころび始める頃、父たちが頻繁に互いの家を行き来するようになっていたのも、その寂しさを埋めるためだとラシェルは思っていた。

　そんな中、エリックの婚約が決まる。相手はジュネ家が管理する土地のあちこちに店を構える大きな商会の一人娘で、領地経営について学ぶために何度か顔を合わせるうちに、互いに好意を抱くようになったのだという。

　その祝いのためにジュネ家をアライス侯爵が訪問した日、ラシェルは父から話があると部屋に呼び出された。

　ノックして中に入ると、父とアライス侯爵が革張りのソファに向かい合って腰かけている。テーブルの上には飲みかけの紅茶があった。

「アライスおじさま、こんにちは」

　幼い頃から慣れてきた呼び方は、礼節を学んでから改めようと思ったのだが、侯爵本人からそのままでかまわないと言われたので、親しみを込めてそう声をかけている。

「こんにちは、ラシェル。時間を取らせて悪いね」

「いいえ。特に忙しくないので大丈夫です」

　ラシェルはふんわりと微笑んでから、父の方を見た。

「何かあったの、お父さん？」

　ラシェルは父とアライス侯爵の二人を見比べ、首をかしげた。

「ああ、まずはこちらに座りなさい」

　にこにことご機嫌な笑みを浮かべて、父は自分の隣の空いている席を指す。

「ラシェル。女性である君から見て、ファビアンをどう思う？」

　着席した途端に、向かい側に座っているアライス侯爵にそう問われ、ラシェルはキョトンと目を丸くする。

「どうって……兄と違って私をからかったりしませんし、優しいです。少し真面目過ぎるところもありますけど、侯爵家を継ぐのでしたら、そのくらいがちょうどいいかと思います」

　ファビアンは昔から本の虫で、博識だった。異国の文字で書かれたものも家庭教師に教わりながら読破したというし、ラシェルも幼い頃にその知識に助けられたこともある。

「そうか、ありがとう。ええと、その他には？」

「他に、ですか？」

　つい聞き返してしまってから、ラシェルはピンときた。

（おじさまは、女性である私から見て、と言っていたわね。つまり、ファビアンが男性として魅力的かどうか聞いているのね）

　エリックの慶事を受け、同じ年齢のファビアンもそろそろ身を固めなければと、伴侶選びに前向きになったのだろう。身分も高く、人当たりのいい彼は、夜会に出席すれば注目されないはずもないと思うのだが、もしかしたら自分に自信がないのかもしれない。

「頼りがいもありますし、どんな話もニコニコして付き合ってくれますし、一緒にいて穏やかな気持ちになれる素敵な人だと思います」

　ラシェルは、彼の魅力について太鼓判を押すつもりで、胸を張って答えた。

「そうか。それなら安心だな」

　アライス侯爵は破顔して、父と顔を見合わせ頷き合っている。

「お話はそれだけですか？」

「いや、まだだ」

　侯爵は、わずかに困ったような笑みを浮かべた。

　まだ褒めたりなかっただろうか。容姿も悪くないと付け足そうかとラシェルは首をひねる。

「ファビアンと結婚してほしいのだ」

　アライス侯爵の言葉に、一瞬思考が止まってしまった。

「え？」

「息子はラシェルと結婚したいと言っている。それで君の方はどう思っているのか確認しておこうと思ったのだが、問題なさそうで安心したよ」

「え、ええと……」

　ラシェルの勘は半分当たっていたが、半分は外れた。ファビアンが伴侶にしたい相手が自分だとは、微塵も予想していなかった。

「でも、ファビアンならもっといい人が――」

「謙遜するな、ラシェル。君はとても素敵な女性に成長したよ。これからも両家が末永く付き合っていけると思うとこれ以上嬉しいことはない」

　アライス侯爵はホッとしたように、涙で滲んだ目尻を指で拭う。

「今年は賑やかな一年になりそうですな」

　ラシェルの父は肩を揺らして笑い、侯爵とがっちり握手した。

（私は……私の好きな人は、テオなの……）

　そう言いたかったのに、唇が震えて言葉が出てこなかった。

　嬉しそうにしている二人を前にして、水を差すようなことは言えない。

　この痩せた土地での暮らし向きが近年安定してきたのは、ひとえにアライス家の援助があったからだ。もしここで結婚の申し込みを断れば、両家の間に溝ができてしまいかねない。それがきっかけで援助を断られたら、家族も領民も困る事態になるだろう。

「お話、ありがたくお受けいたします」

　――ちゃんと笑わないと。

　自分に言い聞かせ、スカートの裾を握りしめながら微笑んでみせた。

　ファビアンのことを嫌いなわけではない。悪いところも見つからない。

　ここで首を横に振るのはわがままだ、贅沢だ。

　その日のうちにファビアンとの婚約話は家族や使用人たちにも伝えられ、周囲の誰もが祝福してくれる。その空気の中で本当の気持ちを口にできるわけがなく、ラシェルは大げさなほどにはしゃいでみせた。

　兄妹が同じ年に結婚で準備が忙しいと母はため息をついていたが、そう話す顔はとても嬉しそうだ。それを見て、自分の判断は間違っていないのだと、ラシェルは自分を納得させようとする。

　数日後、ジュネ家にファビアンが挨拶にやってきた。

「ラシェル、結婚を承諾してくれてありがとう。本当は僕が自分から言うべきことだったのに、父がせっかちで――」

　そう苦笑する彼の耳は真っ赤で、初めて彼の気持ちを知れたような気がした。

「大切にするよ」

　そっと抱きしめられ、ラシェルは目を落とした。

（好きに……ならなきゃ……）

　もう断ることはできないのだ。前に進むしか道はない。

（テオ……）

　せめて手紙を書けばよかった。顔が見られなくても、文字なら気持ちを伝えられたかもしれない。なぜ今度会えたならと先延ばしにしてしまったのだろうか。

　それはきっとテオからの答えを聞くのがこわかったからだ。

　今となってはもう遅いけれど。

「よろしくね、ファビアン」

　目を閉じて答えると、さらにぎゅっと強く抱きしめられる。






　それからあっという間に季節は流れて、夏になった。

　この年は長雨が多く、農作物の収穫はいつにも増して厳しいだろうと予想されていた。早めに麦を刈り取ったり、野菜の苗を植える時期をずらしたりと工夫がなされていたが、少なからず領民の生活に影響はありそうだった。

　それでもアライス侯爵の協力もあり、最悪の状態は免れそうだ。

（私が我慢すれば、みんなは幸せになれる）

　秋の収穫祭の後には結婚式が待っていて、その時にはテオも出席するはずだ。それを考えると胸がぎゅっと苦しくなる。

　いつまでも初恋を引きずっていてはいけないと思うものの、ずっと胸の中で溜めてきた想いを吐き出す先がなくてつらい。

　結婚するなら、テオがよかった――。

　そんな子供じみたわがままを言って挙式を逃げ出す夢も何度も見た。

「もう叶わないのにね……」

　ため息をついて、ベッドにうつぶせに倒れ込んだ時だった。

　部屋の扉がせわしなくノックされ、返事をする前に開かれる。

「ラシェル！」

　血相を変えた母だった。

「どうしたの？」

　白い顔に唇が真っ青な様子に、ただ事ではないと思い、急いで起き上がる。

「落ち着いて聞いてちょうだい」

　何か深刻な事態が起きていることだけはわかった。

　ラシェルは黙って頷く。

「アライスさまと、ファビアンが……土砂崩れに巻き込まれて、亡くなったそうなの」

　悲痛な表情の母は、ラシェルの細い肩を力いっぱい抱き締めた。

「亡くなった……？」

「雨で増水した川がある地域の視察に行っていて……その帰り道だったそうよ」

　そう言われても全く実感が湧かなかった。

　責任感の強い二人のことだ、きっと自分たちの目で確かめて適切な指示を出そうと思ったのだろう。

「そんな……」

　思い出せる二人の顔は温かい笑顔で、人に恨まれることもなく、これからも領民たちに愛され続ける人生を送るはずだった。なぜ、二人の命がこれほど残酷なまでに突然断ち切られなければならないのだろうか。

（結婚するならテオがよかった……私がそう願ったから？）

　そんなはずはない。そんな都合のいい偶然が起きるわけがない。

　けれども、ラシェルは溢れる涙を止めることはできなかった。

（ごめん、ごめんね……ファビアン。好きって言ってあげられなくて、ごめんなさい）

　その数日後、二人の葬儀が執り行われた。

　皮肉なことにその日は雲一つない青空で、乾いた風が墓地を吹き抜けていた。

　すべては天命なのだと、神父は語った。二人は最期まで立派に人生を全うしたのだと。

「安らぎの時が訪れんことを」

　そう言って祈りを捧げ、参列した人間もそれに倣う。すすり泣きがひっきりなしに聞こえる中、ファビアンの母であり当主の妻であるアライス侯爵夫人は、心ここにあらずといった様子で、瞬きもせずに墓標を見つめていた。

　夫人の隣に立つ、精悍な面立ちのテオのまっすぐな髪がさらさらと風に流れる。その目元には涙はない。

　王都から大急ぎで居城へ帰ってきて、取り乱す母親をなだめながら無駄なく葬儀の手配を行ったらしい。また、その間にも領地内の雨の被害の確認や修繕の指示、援助なども忘れなかったという。

　突然の事態に狼狽する使用人たちは、それでずいぶん落ち着きを取り戻したとのことだ。

　家族を一度に二人も喪ってつらいはずなのに、これからアライス家の名を肩に背負わなければならなくなった彼は、立ち止まるわけにはいかないのだろう。

「どうして……こんなことに……」

　どこに溜まっていたというのか、ラシェルの瞳からは透明な雫が次から次へと溢れ、留まることを知らなかった。肩を大きく震わせ、堰を切ったように声を上げて泣きじゃくる。

　婚約者を喪った若い娘の号泣する姿は、葬儀の参列者たちの同情と哀しみを大いに誘った。

　そうして色とりどりの花で埋め尽くされた二人の墓に別れを告げ、ラシェルたちは家に帰った。






　――数日後。

　テオが父と話があるといって家にやってきた。

　今後の領地の運営について相談をしに来たのだろうかと思っていたら、ラシェルも部屋に来るように呼ばれた。

（なんだか既視感が……）

　父の部屋に入ったラシェルは丁寧に頭を下げると、気まずい心地で二人が座るソファへ向かった。

「ラシェル。急な話で申し訳ないが、テオがお前を娶りたいと言うんだ」

「え……」

　ラシェルは父の顔を見た後、テオの方へ目線をゆっくりと移動させた。

　まっすぐな瞳と目が合うが、凪いだ表情ゆえに真意が読み取れなかった。

「せっかく結んだアライス家とジュネ家の縁を切りたくはないそうだ。それで、お前さえよければ私も賛成なのだが、どうだろう？」

　どうだろうと聞かれても、いいに決まっている。むしろそれを望んでいたのだ。

　思わず目が輝きそうになって、すぐに俯いた。

（これじゃまるで、ファビアンの事故を喜んでいるみたい……）

　ずきんと胸が痛んだ。

「私に断る理由はないわ」

　自分で思ったよりも暗い声が出てしまい、焦る。

「それでは、話を進める。挙式は喪が明ける一年後にしたいと思うが、いいだろうか？」

　そう提案するテオの声もまた硬質で、ラシェルは彼との間に見えない壁を感じてしまった。

（気のせいよね。テオは疲れているのだし、まだまだ悲しいに決まっているわ）

　ラシェルはそう思って頷いた。

「大丈夫よ」






　その後、テオは爵位を継いでアライス家の若き当主となる。

　ところが二人の葬儀からわずかに二か月後、テオの母親が気落ちから食事が摂れなくなり体調を崩した。季節はずれの熱風邪にかかって、たちまち愛する夫と長男のもとへ旅立ってしまった。

　そのため、ラシェルとの結婚式まで実際には一年では足らず、さらに三か月を要した。

　心から大好きな人との結婚式。幸せであるはずのその瞬間にも、ラシェルの胸には罪悪感が居座っていた。

　本当に幸せになってもいいのだろうか。ファビアンたちが亡くなったのは、ラシェルがテオと結婚できるように願ったからではないのか。

　何かとてつもない恐ろしいものに願い事を叶えてもらう代償に、彼らの命を差し出したのではないか。そんな妄想すら抱いてしまうこともあった。

「俺には好きな人がいる。だからラシェルには指一本触れない」

　結婚して初めての夜、寝室で待っていた彼女のもとにやってきたテオは、ベッドに腰かけることもなく淡々と告げてきた。

　素っ気ない態度は感じていたが、好きな人がいると聞いて、胸がえぐられるような思いだった。

（だから、そんなに嬉しくなさそうなの……？）

　自分は花嫁として望まれているわけではないのだ。真面目なテオは家と家の繋がりのため、彼の父の遺志を継いでラシェルを伴侶にせざるを得なかったのだろう。

　幸せになってもいいのだろうかなどと、少しでも思った自分のなんと暢気なことか。

　テオの意思を尊重するなら、ここで泣いたり、相手が誰なのかと問いただしたりするのは愚かなことだ。

「ええ。わかったわ」

　ラシェルは震える手をぎゅっと握る。俯きそうになるのを必死でこらえて、穏やかに微笑して答えた。

「おやすみ」

　テオはそう言って私室へ引き上げていった。それきり、中扉が開くことはなかった。

（ああ、これは罰なんだわ。テオとの結婚を望んだ私への）

　広い寝台の上で、ラシェルは表情を崩し、声を押し殺して泣いた。

　愛する人と結婚はできても、その心までは手に入らない。






　　　※






　私室に戻ったテオは、長椅子までゆっくりと歩を進めると、急に力が抜けたようにどさっと腰を下ろした。

（やはり、ラシェルは兄さんのことを忘れられないのだろうな）

　白い結婚であることを告げても、動揺するどころか安心したようなラシェルの微笑が瞼の裏に焼きついて離れない。

（いや、彼女と結婚できただけでも十分に幸せだと思わなければ）

　テオは眉間に皺を寄せ、奥歯を噛みしめた。

　子供の頃からそばにいて妹みたいにかわいいと思っていた存在を、恋愛対象として見るようになったのはいつからだっただろう。

　嫡男であるファビアンは次期当主という明確な目標と周囲からの期待があり、将来への不安などなかったにちがいない。それに対してテオは次男であり、好きにしていいと自由を与えられた。それはとても幸福で贅沢なことのように思えるが、同時にお前には何も期待していないと言われているようで、つらかった。

　そんな中でもラシェルだけはテオだけを頼ってきてくれた。純粋な瞳でテオだけを見ていてくれた。

　社交界に顔を出すようになってからは、そこで出会う女性たちとラシェルの差がますます顕著になる。白粉と香水のきつい匂いを振りまきながら、地位と見た目だけを嗅ぎつけて近づいてくる彼女たちには嫌悪感しかなかった。

　一方、太陽と草原の風の香りがするラシェルの笑顔は弾けるように眩しくて、一緒にいると心が温かくなった。じっとしていられない性分は変わらないものの、歳を重ねるごとに綺麗になっていく彼女の未来がとても待ち遠しく思えた。

　少し早いが将来の話をするのも悪くないと思い、ラシェルが十二歳の時に湖まで乗馬に誘ったことがある。その時、あろうことかラシェルはテオにいたずらを仕掛けようと失敗した。必死だったのもあるのだろうが、躊躇いなく服を脱ぎ出したのだ。

　申し訳ないと思いながらも、未婚のうら若き乙女の身に触れてしまった。ラシェルも本当は男性に触られるのは嫌だったのだろう。泣きそうな顔をしていた。

　乗馬に誘わず、別のアプローチを試みるべきだったと後悔してもすでに遅かった。

　ラシェルはテオを避けるようになっていたのだ。

　それがきっかけで、王宮の文官試験を受けようと決意した。順調に出世すれば国の中枢を担う職に就くことも可能だ。ラシェルが安心して、自分との将来を考えてもいいと思える立場を築いておきたかった。

　求婚するのはそれからでも遅くない――そう思ったのが間違いだった。

　王都へ出発する日、久しぶりに会ったラシェルはほとんど目も合わせてくれなかったが、とても綺麗になっていた。

　伏せた目元に濃い影を落とす睫毛が、微かに震えている。薔薇の蕾のような艶やかな唇から紡がれる言葉は、優しく心に響いた。柔らかな栗色の巻き髪は綺麗に結い上げられている。水色のドレスは色白の彼女によく似合っていて、その手を取ってこのまま王都に連れていきたい衝動をぐっとこらえる。

　だがずっとラシェルの顔を見ていたら決心が揺らいでしまいそうな気がしたので、挨拶もそこそこに馬車に乗ったのだった。

　今思えば、そこでラシェルに気持ちを伝えておくべきだった。

　慣れない王宮勤めが始まって数か月後、父から手紙が届いた。

『兄さんがラシェルと婚約……？』

　中身に目を通し、テオは愕然とした。ラシェルの方も二つ返事で話を受け、笑顔で挙式の準備を進めていると書いてあり、目の前が真っ暗になる。

　ファビアンがラシェルを好いていたなんて、全く知らなかった。もし一度でも兄弟の間で話題になったなら自分も想いを主張したのに。しかしながらテオが心に秘め続けたのと同じように、兄もまた胸の奥で静かに彼女への想いを温めてきたのだろう。

　ファビアンは勤勉でしっかり者だ。周囲への気配りもできるし、テオが勉強で躓いたところもわかりやすく教えてくれた。頼りになる尊敬できる男だった。

　そんな兄が幸せになるためにラシェルを選んだのだ。横槍を入れる権利はない。黙って事実を受け入れるしかないと想いに蓋をした。

　それなのに、ファビアンは突然この世からいなくなってしまった。置いていかれたラシェルの悲痛な泣き声が、今でも胸に突き刺さる。それほど兄が彼女の中でも大きな存在だったのだと思い知らされ、重ねて心が痛くなった。

　だが、まだ若い彼女には、新たな縁談が来るかもしれない。そうなれば今度こそ見知らぬ誰かのものになってしまう。それだけは許せず、早々に結婚を申し入れた。

　ラシェルがすぐに同意してくれたのでホッとした。

　ただし、彼女の心にファビアンがいることを忘れてはいけない。兄もきっと彼女を自分の手で愛したかっただろう。二人の気持ちを考えると、自分だけが浅ましい思いを抱いているようで情けなくなった。

　そばにいれば必ずラシェルが欲しくなる。苦肉の策で、他に好きな人がいると嘘をついた。そうすれば、好きでもない男に夫婦だからと、無理やり閨事に誘われるかもしれないという心配を、彼女が抱かなくて済むだろう。

　愛する人と結婚できただけでも十分幸せだ。

　本当の想いを口にして、ラシェルを困らせたくない――。

















第二章　透明な夜を偽りで彩って












　朝、目が覚めるたびに、ラシェルはすべてが夢かもしれないと思っていた。だがそれも日が経つにつれ、少しずつ現実として受け止められるようになってくる。

　結婚後まもなく、メリニオン国の副騎士団長も務めている公爵家の夜会に招かれた。ラシェルはファビアンと結婚してから社交界デビューする予定だったのだが、いろいろなことが重なって、今回初めて社交の場へと顔を出すことになった。

　年上のテオに釣り合うように、少しでも大人っぽい背中の開いた大胆なドレスを選び、華やかな雰囲気に最初は心が弾んだ。

　だが、テオとのダンスは、形だけの夫婦と言わんばかりにあっさりと一曲で手が離れる。それが悲しくてラシェルは一人で休憩室に移動した。

　そこで数人の令嬢に自己紹介と称して部屋の隅につれていかれ、『鏡を見たことがないのかしら』とか『テオさまのところの使用人かと思ったわ』や『泣き落としで結婚を迫ったそうよ』などと、彼女たちに囲まれて心ない言葉をかけられ、いい思い出ができなかった。

　気合を入れたつもりのドレスについても、テオの口から一言も感想を聞けなかった。おそらくラシェルには似合っていなかったのだろう。

　身の丈、という言葉にどうしてもっと早く気づかなかったのか。もともと自分とテオは釣り合うような間柄ではなかったのだ。

　令嬢たちから受けた言葉をテオに相談してみようかと思ったが、帰り道での彼はどこか機嫌が悪そうで、結局何も言えなかった。

　夜会への出席はそれきりで、その後すべての招待をテオが断っているらしい。

　それからの過ごし方はほぼ毎日同じで、ラシェルに与えられた部屋で刺繍や読書に時間を費やしている。日によっては領地内にある孤児院を訪問し、持参した食料や菓子を配ったり、子供たちに読み書きを教えたりする。

　テオはというと、私室にこもって書類の整理をしたり、訪問客の対応をしたりしている。それだけでなく、サンレアンにある商会へも自ら足を運んで、困ったことがないか不当な取引が行われていないかなど熱心に確認にいっていると、執事長のマクシムが話していた。

　時には王宮へ出向いて、以前までこなしていた文官の仕事を手伝うため月の半分を留守にすることもあった。人手が足りず引き留められているらしいが、そんなに働きづめで体を壊してしまわないか心配になる。

　それとも、そうしてまで王都に行きたい理由があるのだろうか。

（侯爵位を継いでいるのだから、領地経営に専念するわよね。もしかして、手伝いというのは表向きの理由で、本当は好きな人に会いに行っているとか……？）

　そんな風に邪推してから、ラシェルは自分の浅ましさに唇を噛む。

　二人が一緒に過ごすことは清々しいほどないに等しかった。

　夫婦となったのにここまで他人行儀だと、さすがに嫌われているのではないかとラシェルは疑念を持ってしまう。

　仲良くしていた幼い頃を知っている使用人たちは最初こそ戸惑ったが、婚姻にいたるまでの事情を考えて自分たちなりに答えを出したようだった。

『ファビアンさまは素晴らしいお方でした。奥さまが忘れられないのもわかります』

　結婚当初、メイド長のジニーにそう言われてラシェルは驚いた。

『わ、私は……』

『いつまでも想われて、天国に行かれてもこれ以上お幸せなことはないでしょうね。旦那さまも、そうおっしゃっておりましたよ』

　なぜ、そんな誤解が広がっているのだろうとラシェルは眩暈がした。

　どうやら婚約が決まった時に周囲に心配をかけまいと明るく振る舞っていた様子が、心から結婚を楽しみにしていた姿と人々の目に映っていたらしい。またテオとの結婚が決まってからもずっとふさぎ込んでいた姿から、ラシェルがファビアンを忘れられないように見えたというのだ。

　咄嗟に否定したくてもできなかった。

　ここで本当の気持ちを明かせば、ファビアンに対する想いは偽りだったのかと周りから呆れられそうで怖い。

（まさか、テオもかん違いしているなんて……）

　ある日、テオから「兄さんの部屋はそのままにしてあるから、ラシェルが行きたい時に自由に入ってもいいよ」と言われたのだ。

　完全に誤解されている。しかしながら、本当の気持ちを伝えたところで、テオには他に好きな人がいるのだし、すでに白い結婚を約束してしまった以上は、何も変わるわけがない。

　他に好きな女性がいる彼にとっては、妻にも想い人がいるというのは都合がいいのだと思う。

　どこの誰かはわからないが、結婚したくても釣り合わない身分の人間なのか、あるいは相手も既婚者なのかもしれない。

（テオはもしかして、少しでも私の顔を見なくても済むように、どこかでおとなしくしていてほしいのかしら）

　それに、祈ることがファビアンへの贖罪になるのならと、テオの提案を受け入れた。

　ファビアンの部屋とともに故アライス侯爵の部屋も、テオの意思でずっとそのままにしているらしい。

　ラシェルはテオの提案によって、毎晩就寝前にファビアンの部屋を訪れることになった。

　時間が静止したような静寂の中、彼女は小さな燭台の明かりのそばで頭を垂れ続ける。

（ファビアン、ごめんなさい。つらくても、テオのそばにいたいの）

　ラシェルは心の中で語りかけた。

　毎日、毎日、懺悔を続けた。そうすれば何かが変わるかもしれないと信じて。

　季節が一つずつ巡って、照りつける太陽が沈み、乾いた風が吹き抜け、大地が白く染まり、再び彩りに飾られても、夫婦の間に温かい会話が生まれることはなかった。

「昔に戻りたい……」

　ラシェルはこの日もいつもと同じように、ファビアンの部屋を訪れていた。ため息をついて目を閉じると、燭台の明かりがふっと揺らぐ。

　エリックのところには、まもなく新しい家族が誕生するらしい。先日、テオと共にジュネ家を訪問した際、嬉しそうな兄たち家族の顔が脳裏に浮かんだ。

（テオと結婚できただけで嬉しいと思ったけど、やっぱり何もないのはつらい）

　それに、このままだとアライス侯爵家の血筋は、テオの代で途切れてしまうことになる。彼はそれでもかまわないのだろうか、それとも――。

『好きな人との間に子どもが生まれたから、ラシェルとは離縁する』

　耳元でテオの声が聞こえたような気がしてハッと顔を上げると、いつの間にかファビアンの部屋のソファに倒れ込んで眠ってしまっていたようだ。

「夢……」

　胸の奥が、どくどくと嫌な音を立てて不安をかき立てる。

「どれくらい眠っていたのかしら」

　この部屋に入った際は、誰もラシェルを呼びには来ない。邪魔をしないという気遣いらしいが、それがかえって苦しい。

「テオはまだ帰っていないのかしら？」

　今月の初めに王宮へ向かい、本来ならば昨日には戻るはずだったと執事長のマクシムから聞いていた。ラシェルがここへ来る前はまだ戻っていないようだった。

　連絡もなく予定を変更したことは、今までにない。嫌な夢を見たのもそのせいだろう。

（まさか、本当にテオは他の女性に……）

　彼の想い人はやはり王都にいるのかもしれない。離れがたくて、こちらへ戻る予定を延ばしているのだろうか。

「もう……やだ……」

　ラシェルはくしゃくしゃに顔をゆがませて涙を零した。

　悪いことばかり考えてしまい、つらくて胸が張り裂けそうになる。

　こんな思いをするのなら、いっそ離縁して遠くへ身を置くことも考えた方がいいのかもしれない。

　肩を震わせてすすり泣いていると、誰かがバタバタと階段を駆け上がってくる音が聞こえた。その乱れた足音は、ラシェルがいるファビアンの部屋の前で止まる。

「奥さま！　奥さま！　申し訳ありません、すぐに来ていただきたいのです！　王宮の使者の方がいらしております」

　若いメイドの声だった。ノックというには激しくせわしない音に、ラシェルは目を丸くして、急いで手の甲で涙を拭いながら立ち上がって扉を開ける。

「どうしたの？」

　ラシェルが顔を見せると、メイドは狼狽した様子で階段の方を、正確には玄関の方を指さした。

「旦那さまが……王宮でお怪我をなさったと――」

　彼女の言葉を最後まで聞くより早く、ラシェルは駆け出していた。

　脳裏に浮かんだのは、かつてファビアンたちが亡くなったと連絡を受けた日のことだ。

　肩にかけていたガウンが床に滑り落ちたが、それにも気づかずに階段を急ぎ足で降りる。

　玄関ホールにはジニーやマクシムの姿、そして見たことのない男性の姿があった。彼が王宮の使者らしい。

「テオは!?　一緒ではないんですか？」

　ラシェルが彼らのもとに急き込んだ調子で近づいていくと、使者から声をかけられた。

「侯爵夫人でしょうか？　遅い時間の訪問をお許しください」

　使者が慇懃に頭を下げるのがもどかしくて、口をパクパクさせていると、ジニーが肩にストールをかけてくれた。

「奥さま。旦那さまは王宮で休まれているそうです」

　ジニーの落ち着いた口調に、自分がかなり慌てていることに気づいたラシェルは、ハッとして使者に会釈を返した。

「も、申し訳ありません。取り乱しました」

「いいえ、かまいません。アライス卿はお話もできますし、怪我も打撲程度だと侍医の診断です。ただ、時間が経ってから具合が悪くなる可能性もまったくないとは言えないとのことで、あと数日は王宮の方で様子をみたいとの見解です」

　最悪の報告ではないことを知って、体から力が抜けた。

「どうして打撲なんて……」

　今のところすぐさま命にかかわるような状態ではないようで、ラシェルはホッと胸に手を当てる。

「実はアンジェリカ王女殿下が階段の踊り場から転びそうになったところを庇う形で、代わりにアライス卿が数段下まで落ちてしまわれたのです。その際に全身を、特に頭を強く打ったようでして、少々記憶に混乱があるようですが、一時的なものだと思われると……」

　使者は、そこで口ごもる。

「お体に変調がないようでしたら、アライス卿は数日でこちらにお戻りになられる予定ですので、ご安心ください」

　報せが遅くなって申し訳なかったと頭を下げてから、早馬を飛ばしてやってきた使者が帰ったのち、三人は顔を見合わせた。

「お帰りがまだの理由がわかって、ひとまずは安心いたしました。数日もすればお元気なお姿を拝見できましょう」

　ジニーはにこりと笑って、眉尻を下げているラシェルを励ます。

「そうでございますとも！　旦那さまのことを心配しすぎて、屋敷のことがおろそかになってはいけません。いつも通りにお過ごしになり、お帰りをお待ちいたしましょう」

　マクシムも穏やかに口角を上げる。

　二人の頼もしい使用人の笑顔を見て、ようやく心が落ち着いてきた。

（怪我は心配だけど、生きていてくれてよかった）

　ラシェルはゆっくりと深い息をついた。

「そうね。テオが戻るまで代理として頑張らないと。いろいろ教えてくれる？」

　むしろ何かをしていた方が、気がまぎれる。

「もちろんです」

　翌日からラシェルは、領地内から上がってくる報告書や要望書に目を通し、マクシムの助言をもらいながら、判を押したり帳簿とにらめっこしたり、忙しい日々を送った。

「テオって、いつもこんなに大変なお仕事しているのね」

　合間の休憩の時間に紅茶を飲みながら、深いため息をつく。

「少しでも勉強しておくべきだったかしら」

　凝り固まった肩を揉み解しながら、ラシェルは仕事の続きをするべく立ち上がる。

　丸一日書類を見つめていても解決しない難しい案件もあって、日課であるファビアンの部屋で過ごすという時間は持てなくなっていた。

　それから十日ほどが経って夕刻に差し掛かる頃、テオが王宮から帰ってきた。

　ラシェルは玄関の前に立ち、馬車から降りてくる彼の姿を見つめる。普段は出迎えにも来なくていいと言われていたが、彼の無事をこの目で見ないと安心できなかった。嫌な気持ちにさせてしまったら謝ればいい。

　姿かたちはテオなのに、なぜか不安な気持ちになるのは、彼がキョロキョロと辺りを見渡しているからだろうか。

　目が合っても表情が変わらない。しかし、それは結婚当初からだったので、そこから彼の考えを読むことはできない。

「ここが俺の住んでいた所……？」

　ラシェルや迎えに出た使用人たちの前までやってきたテオは、ためらいがちに口を開いた。

　彼の衝撃的な一言に、一同の息を呑む音が聞こえた。

　ラシェルも、思わず口元に手を当てて、大きく開いた瞳でテオを見つめる。

（見た目はテオなのに、なんだか、別の人みたい）

　声にも張りがなく、どことなくよそよそしい。

「アライス卿は、転倒した際に頭部を強く打ったようでして、これまでの記憶を失くしていらっしゃいます」

　白髪の初老の男性が、テオの後に馬車から降りてきて頭を下げた。

「申し遅れました、私は王宮の侍医です。お体の方は痛みも引いており、手足も普通に動かせるご様子。ただ、記憶だけが戻りません。言葉に不自由はなく書く方も問題ないのです。食事の摂り方、衣服の召し替えなど一連の日常動作に関する記憶はあるようなのですが」

「それ以外の記憶は……？」

　ラシェルは声を震わせた。

「ご自分の名前をはじめ、生まれた場所やご家族のこと、普段顔を合わせていた人々、これまでの出来事すべての記憶を――失くしておいでです」

　侍医は残念そうに首を横に振った。

「アンジェリカ王女殿下も責任をお感じになってか、毎日かかさずお見舞いにいらしていたのですが、ついに今日までアライス卿の記憶が戻ることはありませんでした」

「そんな……」

　顔から血の気が引いていく。

　ラシェルが夫の美しいかんばせを見つめると、彼は申し訳なさそうに微笑した。そんな表情はここ一年で見たことがなく、やはり彼によく似た別人のようにしか見えない。

「ただし、過去にも同様の症例を診たことがあります。数時間、数日と個人差はございますが、記憶がすっかり戻る方もいれば、そのまま戻らない方もいらっしゃいましたので、今回も経過を見てみないとなんとも言えません」

　使用人たちの間には、戸惑いの空気が流れていた。もし仕えている主人の記憶が戻らない場合は、ここで働き続けることは可能なのか。アライス侯爵家はどうなるのかという不安な気持ちが、ラシェルの背中に伝わってくるようだった。

「何か、治療法はないのでしょうか？」

　縋る思いで、ラシェルはぎゅっと両手を握りしめて一歩前に出る。

「こればかりは自然に任せるしかありません。ふとしたきっかけで、記憶の糸が繋がることもありますので」

「わかりました……」

　つまりところ、時間が解決するのを待つしかないということのようだ。

「では、私はこれで失礼いたします」

　茜色に染まる空の下、王宮の侍医を乗せた馬車はアライス領を後にした。

「テオ。おかえりなさい」

　ラシェルはできるだけ穏やかに声をかけてみる。

「君は……」

　テオが首をかしげて口ごもる。

「あなたの妻よ。一年前に結婚したの」

「名前を教えてもらってもいい？」

　目を泳がせながら、テオはそう尋ねた。

「ええ。ラシェルよ」

　そう答えると、彼は何やら思案していたようだが、落胆したように小さくため息をつく。

「ごめんね。何も思い浮かばない」

　ついに、テオの記憶からも除かれてしまった。不慮の事故の結果だとしても、どんどん彼が遠ざかっていくような気がして泣きたくなる。

「旦那さま、おかえりなさいませ。ご無事に戻られてなによりです。お疲れでしょうから、お部屋で休まれてはいかがでしょうか」

　気まずい雰囲気を払しょくするように、マクシムが深く腰を折り、慇懃に挨拶をした。

「あなたは……」

「私は執事長のマクシム・カンデラです。こちらはメイド長のジニー・デュモン。旦那さまのお好きな温かい紅茶をお持ちいたしますので、どうぞお部屋へ」

「ありがとう。しばらく迷惑をかけると思うけど、よろしくお願いします」

　マクシムの後について玄関ホールに入ったテオは、そこで足を止めてラシェルの方へ振り返った。

「君は来てくれないの？」

「えっ？」

「普段と違う態度で失望させてしまうかもしれないけど。いろいろと教えてくれるかな」

　結婚してからテオの部屋には入ったことがない。それが当たり前のことなのだと染みついた習慣になっていたので、ラシェルは彼の背中をぼんやりと見つめていたのだ。

「失望なんて……！　私でよければ一緒に行くわ」

　テオの方から気さくに話しかけてくれることが信じられない。

　本当にテオは本来の自分を失くしているのだ。

　おずおずと彼のそばに歩み寄って一緒に彼の私室へ赴き、長椅子に腰かける。

　マクシムが現在のテオの立場や仕事内容を簡単に話すが、記憶を呼び覚ますきっかけにはならなかったようだ。両親と兄をすでに亡くしているという話を聞いても、テオは「それは大変だな」と半ば他人事のように頷くだけだった。

「邸に戻れば何か思い出すかもしれないと期待していたけど、これはまずいな……」

　マクシムが退室してラシェルと二人きりになると、テオは小さく唸りながら、両手で頭を抱えてしまった。

　ジニーが用意してくれた紅茶は口をつけられることなく、テーブルの上ですっかり冷めきっている。

「焦りは禁物よ。無理しないで」

「君は優しいね。こんなに可愛らしくて、優しい妻のことを忘れてしまうなんて申し訳ない」

　テオはゆっくりと顔を上げた。

「私のことは気にしないで。ここはあなたの家なんだから、好きなように過ごしていいの」

　励ますことしかできないのがつらい。もっと力になれることがあればいいのに。

「ありがとう。ラシェル、と言ったっけ？　君のことだけでも早く思い出すよ。俺たちはどんな夫婦だったのかな？　毎日何をして過ごしていた？　聞けば何か思い出すかもしれない」

　期待に満ちた澄んだサファイヤブルーに見つめられて、ラシェルは返答に困り、自分の足元に目を落とす。

　本当のことを言うべきだろうか。二人は白い結婚をして、テオには他に好きな人がいるということを話した方がいいのだろうか。

（でも、ただでさえ思い出せないことを申し訳なく感じている様子なのに、真実を告げたら、かえって苦しい思いをさせてしまうのではないかしら？）

　口調なども変わっているが、もともとの誠実な性格はそのままのようだ。

　もし本当のことを話したとして、家族を亡くした時のつらい気持ちまでいっぺんに思い出して心が壊れたりしないだろうか。

「ラシェル？」

　名前を呼ばれてハッと顔を上げた。

「あ……普通の夫婦よ。あなたは仕事をして、私は孤児院へ奉仕活動にでかけていたわ。他の領主とあまり変わらないと思う。仕事の内容はわかるかしら？」

　本当のことはのちのち話していけばいい。今はマクシムたちにも協力してもらって、できるだけテオが傷つかないように接していこう。

「そうか。普通の……夫婦、ね。仕事の方もさっぱりだけど、早く思い出せるように努力するよ」

「ゆっくりで大丈夫。焦りは？」

「……禁物」

　ラシェルの問いかけにテオが答え、顔を見合わせた二人は同時に笑みを零した。

　子供の頃のように、こんな風に笑い合える日がくるなんて想像もしていなかった。ただしそれは仮初の笑顔にほかならない。

「もう少し……そばに寄ってもいい？」

　二人の間には、大柄な大人が一人座っても余裕があるくらいの空間があった。無意識にテオに近づかないように離れて座っていたのだ。

「ええ……どうぞ」

　遠慮がちに頷くと、テオは肩が触れるほどすぐそばへ腰かけた。

「医者が言うには、記憶というのは五感と結びついていることが多いんだって」

「五感？」

　右肩からじわりと彼の体温が伝わってきて、ラシェルの鼓動が跳ねる。

「見たもの、聞いたもの、嗅いだもの、味わったもの、触れたもの、だそうだよ。たとえば、ある音楽を聴いて、過去に聴いたことがある場面を思い出すとか、同じ味のものを口にして、それを作ってくれた人を思い出すとか」

「なるほど……」

　相槌を打ちながらも、彼との距離が気になってそわそわしてしまう。

「ラシェルは甘い匂いがする」

　ふいに首元に顔を寄せられて、飛び上がりそうなほど驚いた。

「ひゃっ」

「ごめん。くすぐったかった？」

　実年齢よりも子供っぽく見える純粋な表情と、頼りない言葉遣いに慣れるのには時間がかかりそうだ。その前に彼の記憶が戻るかもしれないが。

「そ、そ、そうじゃなくて……」

　慌てて彼から離れようとしたら、左手がアームレストを滑って体のバランスを崩してしまった。

「きゃ――」

　頭から落ちてしまいそうになるのを、テオが背中にさっと腕を回してくれたので痛い思いはせずに済んだ。

「びっくりさせてごめん。大丈夫？」

　ゆっくりと体を起こしてもらうと、そのままテオの胸の中に包み込まれた。

「テ、テオ!?」

「もう少しこのままでいさせて。君の匂い……まだ思い出せそうにないけど、こうしていると安心する」

　テオの高い鼻先が首筋をなぞり、ラシェルの肌が粟立った。だが今度は背中がソファの背もたれに当たっているので逃れようがない。

「絶対に思い出すから。俺を嫌いにならないで」

　むしろそれはラシェルの台詞だ。

　胸元に顔を埋め両腕でしっかりと抱きしめてくるテオを、突き放すことはできなかった。というより緊張して体が固まってしまい、どうすることもできないと言った方が正しい。

「き、嫌いになんてならないから……」

　おそるおそる手を伸ばしてテオの髪に触れる。絹糸のように真っ直ぐな金髪は、指に引っかかることなくさらりと滑った。

（テオは記憶が戻っても、私を生涯の伴侶として受け入れてくれる？）

　するとさらにテオは抱きしめる腕に力を入れた。

「ラシェルの胸、甘い匂いがするし、すごく柔らかいな」

　童顔のラシェルにはややアンバランスの大きな胸に彼の声が響いて、ラシェルは顔を真っ赤にした。

「あ、あの――」

　テオはそんなことを言う人ではない、という言葉が喉まで出かかってなんとかこらえた。

（記憶がなくて不安なのは当たり前よね。これで安心してくれるなら、私の胸なんていくらだって貸すわ）

　多少の人格変化があったとしても、テオは正真正銘の夫なのだ。

　彼のためならなんだってしてあげようと思うものの、やはり恥ずかしいものは恥ずかしい。心臓がうるさいくらい鳴っているが、きっと彼にも伝わっているはずだ。

　そこへ扉をノックする音が二人の耳に飛び込んでくる。

「旦那さま、奥さま。お食事はどちらにご用意いたしましょうか」

　ジニーの声だった。

「えっ、あ……二人で食堂に行くわ！」

　テオが顔を上げてくれたので、これ幸いと慌てて彼の体を押しのけて立ち上がる。

「お腹空いているでしょ。ええと、五感だっけ？　夕飯を食べたら何か思い出すかもしれないわよ」

　照れているのをごまかすためにはにかんでみせるが、結婚してから二人きりで食事ができるのは初めてで、無理に意識せずとも嬉しさで勝手に頬は緩んでしまう。

　ラシェルの内心に気づかないテオはやや物足りなそうな顔をしていたが、「わかった」と言って立ち上がり、ラシェルと共に部屋を出た。

　料理長が腕を振るった素晴らしい料理は、残念ながらテオの記憶の呼び水とはならなかったが、肝心の本人は気にしていないようだった。

　食事が済んで、就寝の支度のためにそれぞれの私室に引き上げる。

「おやすみなさい、テオ。ゆっくり休んでね」

　ラシェルはドアを閉める前に、隣室の前に立っているテオに声をかけた。

「あ……うん」

　ドアノブに手をかけたままこちらを見たテオは、何か言いたそうに口を開きかける。その瞳の奥には微かな迷いが浮かんでいるように見えた。記憶がないのだから、落ち着かないのも当然だろう。

「また、明日」

　日が変われば進展があるかもしれないと励ましも込め、にっこり笑ってみせる。

「……おやすみ」

　ラシェルの笑顔につられたのか、テオも微笑を浮かべたので、彼女は安心して自分の部屋に入る。

　それからメイドに湯浴みを手伝ってもらい、寝衣に袖を通したラシェルは、普段と変わらずに寝室への内扉を開けた。

「テオの記憶は本当に戻るのかしら」

　ラシェルは小さなため息をつくと、静かに扉を閉めた。

　燭台の明かりが、かろうじて部屋にあるものの輪郭をぼんやりと浮かび上がらせている。

　広すぎる寝台に腰かけ、そっとシーツを捲ろうとしたラシェルは、小さな物音にハッと顔を上げた。

　薄暗い光の筋は、テオの私室の内扉から差し込んでいた。そこに伸びる長身の人影に驚く。

「ラシェル」

　人影はこちらに向かって近づいてくる。

「テオ？」

　新緑色の瞳を丸くして夫の名前を呼んだラシェルは、シーツを捲る手を止めた。

　寝室へは、廊下を介さずとも互いの私室にある内扉から行き来が可能だ。ただし、彼の方からやってきたことは今まで一度たりともなかった。

「君がここに入ってきた音が聞こえたから」

「あ……うるさくしてごめんなさい」

　極力物音を立てないように努めていたが、もしかしたら気に障るほどの音が聞こえてしまっただろうか。

　申し訳なくて頭を下げると、湯上がりの香りをまとった飴色の髪が肩からふわりと揺れ落ちる。子供の頃は癖が強かったが、成長に伴ってだんだんと緩く波打つようになっていた。

「いや、そうじゃない。眠る時間がわからなかったから、君に合わせようと思ってそこで聞き耳を立てていた」

　いたずらっ子のような無邪気な笑顔を浮かべたテオは、内扉を指さす。

　向こう側でずっと立ち尽くしていた彼の姿を想像したら滑稽に思えるが、彼もどうしていいかわからなかったのだろう。

「私に合わせなくてもいいの。あなたはいつも自分の部屋で休んでいたから、そちらで好きな時間に眠るといいわ」

　そう言って微笑むと、テオが寝台のそばで足を止めた。

　癖のない艶やかなブロンドが、橙色の明かりに優しく照らし出されている。すべらかな白皙の面立ちは息を呑む美しさだ。切れ長のサファイヤブルーの瞳に、形のいい眉、高い鼻梁、精悍な頬、薄く整った唇、そのすべてが神からの賜わり物だ。

　凡庸な見た目の自分と釣り合わないのはよくわかっていたから、一度参加した夜会以来、他の招待をテオが断ってくれていたことには感謝すべきなのだろう。

「夫婦なのに、別室で？　記憶をなくす前の俺たちは、その……実はあまり仲が良くなかったとか？」

　テオが困惑したように眉根を寄せる。

「そんなことないわ。でもテオの仕事が忙しくて、眠る時間がバラバラだとお互いに負担じゃないかってことになったの。だから、これからも気にしないで同じようにしていいのよ」

　もしこれを言ったのが白昼だったのなら、彼女の泳ぐ視線を不審に思われたかもしれない。だが幸いなことに今は燭台の明かりのみで、テオの目には、はっきりと映らないようだった。

（また、嘘をついちゃった……）

　鼓動が大きく跳ねる。

　本当のことを話したら、真面目な彼を傷つけてしまいそうな気がして、真実を告げられなかった。

（せっかくテオが私を頼ってくれているんだもの。記憶が戻るまで彼を支えるには少しくらいの嘘は仕方ないわよね）

　別々に眠っているということが伝わってくれればいい。

「そんなにやるべきことが多いのかあ。本当に早く今までのことを思い出さないと、みんなに迷惑がかかるな」

　テオが表情を曇らせてしまったので、ラシェルは慌ててかぶりを振った。

「大丈夫！　焦りは禁物だって言ったでしょ。もらって当然の休暇だと思って、少しずつここでの生活に慣れていけばいいわ」

　それは本当だった。マクシムたちから聞いた話でしかないが、テオはアライス侯爵家の若き当主として、普段から十分すぎるほど領民に尽くしているらしい。少しは体を休めてもらいたい。

「ありがとう、本当に君は女神みたいに優しい。記憶をなくす前の俺はそんなところに惹かれたのかな」

　照れたように頭をかく彼の仕草に、ラシェルは俯き口をつぐんだ。

「一人でいるといろいろと不安になって眠れないんだ。迷惑でなければ一緒にここで眠らせてもらえないかな？　目を閉じると自分が透明になって消えてしまいそうな気がして怖い」

「え……」

　テオの申し出に顔を上げ、思わずぽかんと口を開けてしまう。

　そんな弱気な言葉は、記憶の失う前の夫では考えられない。

「君がいやなら、部屋に戻るけど」

　しゅんと肩を落とす様子はまるで子供のようにいじらしい。

「そ、そんなこと、あるわけないじゃない。わ、私はずっと、テオと一緒に……」

　それ以上は言葉にできずに、じわりと視界が滲む。

　幼い頃からずっと、テオのことだけを想ってきたのに。

「仕事が忙しいせいで寂しい思いをさせていたの？　そうだったら、ごめんね」

　静かに寝台に上がってきたテオは、彼女の左肩をそっと撫で、反対の腕で静かに抱き寄せた。

「泣かないで……ラシェル」

　ぎゅっと抱き締められ、囁くように呼びかけられて、涙が零れないよう顔を上げる。

　すぐ目の前にテオの麗しい美貌が迫っていて、慌てて彼の顔の前に掌をかざす。

「……普段はこういうことはしない？　それとも記憶を失くした俺は他人みたいで嫌？」

　テオは怒った素振りもなく、穏やかな表情で、かがめていた上体を起こした。

「ち、違うの。ずっとすれ違いの生活だったから、その、びっくりしちゃって」

　ドキドキと胸が高鳴っている。

　嫌なわけがない。

　ただ――良心が痛むのだ。

「やめてほしかったら言ってほしい。目を閉じていて」

　そう言われ、躊躇いがちにゆっくりと瞼を下ろすと、唇に温かく柔らかいものが触れた。同時に湯上がりの清潔な香りが鼻腔をくすぐり、それはすぐに離れていく。

「テオ……」

　目を開ければ思っていたよりも近くに彼の顔があり、どこに目線を向けていいのかわからなくなった。

　結婚式で儀礼的に口づけを交わして以来、挨拶のハグすらなかったのに、急に距離が縮まったように思えて心臓がドキドキと大きく高鳴る。

「俺の大切な宝物」










[image: ]










　それは妻に囁くというより、自分自身に言い聞かせているような口調だった。

　肩に置かれていた手が今度は顎にあてがわれ、そのまま上向かせられると再び唇が重ねられた。先ほどよりも熱のこもった口づけに、頭の芯が蕩けてしまいそうになる。

「ん……ふぁ……っ」

　長いキスの合間にぎこちなく息継ぎをしながら、テオの寝衣にしがみつく。

　髪の毛や背中を優しく撫でられると頭の中がぼうっとしてきて、なすがままに身を委ねる。

「あ……っ」

　服の上からまろやかな胸を揉み込まれ、びくんと肩が揺れた。

「妻のことを忘れてしまうなんて、本当に不甲斐ない男だ。どうやって君を愛していたのかもわからない……。それでも、俺を受け入れてくれる？」

「私は、ずっとテオのそばにいたい……」

　むしろ、彼を支えることができるのは妻であるラシェルの特権だ。

「ありがとう」

　ぎゅっと抱きしめられ、胸が切なく疼いた。

　優しくシーツの上に押し倒され、彼が覆いかぶさってくる。

「え……？」

　一緒に横になるだけだと思っていたので、ラシェルは彼の微笑を見上げて、こくりと小さく唾を呑み込んだ。

「安心して。夫婦が何をするのかは知っているから」

　テオが彼女に顔を寄せると、彼の金の髪がさらりと揺れた。

「何を――」

　キスで唇を塞がれ、ラシェルはその先の言葉を閉じ込められた。

　啄むような口づけは優しくて甘い。

　恥ずかしくてもじもじと身じろぎすると、太腿に何か熱くて硬いものが触れた。それはテオの下腹辺りにあるようだ。

　実際に夫婦の夜の営みがなくとも閨事については聞いていたので、それがなんなのか、だいたいの予想がつく。

（テオが、私を女性として意識してくれている……？）

　胸の高鳴りは加速していく。

　それは期待でもあり、罪悪感からくる不安でもあった。

（あなたが愛しているのは私じゃないって、教えなきゃ……）

　どこの誰かはわからない。だが、その人はずっとテオを待っているのではないだろうか。

「んっ……あ……」

　口づけが深くなって、ぬるりと熱いものが口腔に侵入してきた。しなやかな動きで頬の内側や舌の裏を舐め取られる。口の中いっぱいに彼を感じて、吐息が浅く速くなった。

（でも、私だって、子供の頃からテオのことが好きだった。今でも大好き）

　今の彼が本当のテオではないとしても、少しの間だけでも夢を見させてほしかった。

　記憶が戻った時に、約束を破ったと軽蔑されてもいい、離縁されてもいい。

　偽りの夫婦愛でもいい。

　――愛しているの。

　――ごめんなさい。

　――今夜だけ。

　どこにも行ってほしくなくて、背中に手を回して彼にしがみついた。

「あなたの赤ちゃん、産みたい……」

　唇が離れた瞬間に、ついと瞼を上げて囁くと、テオの瞳が微かに揺れたような気がした。

「俺の妻はおねだり上手なんだな」

　笑った彼の目が妖しく光り、再びラシェルの唇を奪う。

　隙間なく吸いつかれ、角度を変えて何度も噛みつくようにキスされる。苦しくなって不器用に息継ぎをすれば、開いた唇の間に熱い舌が滑り込んできた。

「は……っん、ぁ……っ」

　舌の根を擦られて、ぞくりと下腹部が疼く。

　どう愛していたかわからないとテオは言っていたが、こんな風に最初から激しいキスをされるとは思ってもいなかった。

「テオ……っ、くらくらする……っ」

　呼吸が上手くできないせいで、目が回りそうになる。

「煽ったのは君の方だから」

　口端から零れた唾液をすすられ、また口腔を嬲るように舌が侵入してきた。狭い口腔の中では逃げ場がなく、ラシェルの舌がすぐに彼のものに絡め取られる。

「ふぁ……あぁ……っ」

　すでに息が上がっていて、豊かな胸がそれに合わせて激しく上下した。

「甘い匂いが強くなってきたね」

　柔らかな膨らみを薄い寝衣の上からすくい上げられ、掌で円を描くように撫でられる。

「あン……っ」

　胸の中心をかすめる度に、甘い痺れが体に広がって、喉の奥から変な声が飛び出した。慌てて手で口を押さえるが、テオはそれを見て笑みを浮かべる。

「我慢しないで。君の感じている声を聞きたいんだ」

　そう言われても、なんだか自分が自分ではないみたいで恥ずかしい。

　黙ってふるふると首を横に動かすと、テオはますます嬉しそうに笑った。

「かわいい。君が頑張れば頑張るほど、俺を煽るってこと教えてあげる」

　テオは両手でラシェルの胸を掬い上げ、ゆさゆさと揺らした。

「……ふ、あっ……」

　直接触られているわけではないのに、胸の先が寝衣に擦れて、じわじわと甘い愉悦を送ってくる。その刺激は優しすぎるのに、体の奥の疼きはさきほどよりも強くなっていた。

「熱くなってきたよ、ラシェルの体」

　テオの蕩けるような視線の先をたどると、胸の頂きが寝衣を押し上げてくっきりと形を作っている。普段自分の裸を見ても何とも思わないのに、テオに服越しに見つめられていると思うと、体の奥からさらなる熱が湧いてくるようだった。

「ここをかわいがったら、どんな反応を見せてくれるかな？」

　人差し指でかりっと頂きを掻かれただけで、細い火花のような快感が背筋を貫く。

「ひっ……やだぁ…」

　テオの腕を掴むが、びくともしなかった。

「あ、あ……っ、やぁぁ……」

　指の腹で頂きの根元を執拗に擦られ、ラシェルは背中を仰け反らせた。

「かわいい。すごい硬くなっているよ、ここ。見つけてほしいって言っているみたいだ」

　くりくりと捩じるように頂きを摘ままれ、甘い痺れに肩が揺れる。

「ふぁぁ……っ」

　赤ちゃんが欲しいと発言したのはラシェルだ。だが別に彼を煽ったわけではない――などという主張は聞いてもらえそうにない。

　閨のことも母から聞いていたが、最終的に体の奥に男性の子種を受け入れれば、運がよければ一度で、だめでも数回でだいたいは身籠るものだと教えられた。そこに至るまでの過程は男性に任せていれば大丈夫としか言われなかった。

（こんなに恥ずかしいことだなんて思わなかった。変な声出ちゃうし、触られていない所までむずむずする）

　初めての性交は痛みを伴うので、それを和らげるための準備があるのだと聞いたが、これがそうなのかと真っ赤になった顔でラシェルは必死に考える。

「ラシェルはどうされるのが好き？」

「し、知らない……」

　経験のないラシェルは、頬を染めて目を逸らすしかない。

「あれ、俺、試されてる？　それともただの恥ずかしがり屋さん？」

　寝衣を脱がされ、耳朶から肩、首筋とあちこちに口づけが落とされる。

「んぅ……ふぁっ、は――」

　唇を唇で塞がれ、豊かな胸を揉みしだかれると、きゅんと体の奥が疼いて腰が浮きそうになった。

「キスは好きみたいだね」

　そう言うや否や、ぱくりと乳嘴を咥えて、吸いつく。

「ひぁん……っ」

　ぬるぬると熱い舌が絡みつき、もう片方の胸は大きな手で揉みしだかれ、ラシェルの体がびくびくと震えた。

「順番にかわいがってあげる」

　そう言ってテオは左右の乳嘴を交互に舐め上げる。

「んっ……ふぁ、あぁっ……！」

　震いつくような快感を覚え、咄嗟に口を塞いだのに、手首を掴まれてシーツに縫い留められる。

「甘くて、酔いそう」

　執拗に乳嘴を吸われ、胸全体を揺さぶられ、薄桃色をした蕾は徐々に濃く色づいて濡れそぼった。

　情熱的な口づけに眩暈がする。これが本来のテオから与えられるものだったなら、どんなに嬉しかっただろう。

（好きだったら、こんな風に愛してくれるの？）

　テオは想い人とすでに結ばれているのだろうか。

　ずきんと胸が痛む。

　醒めない夢をいつまでも見ていたい。

　全身にくまなくキスの雨を降らされながら、ラシェルは切なく喘ぐ。

「かわいいよ、ラシェル」

　唯一肌を覆っていた薄い下衣をはぎ取られると、もう素肌を隠すものはなくなった。

　テオも自身の寝衣をもどかしく脱ぎ捨てて、ラシェル同様肌を晒す。

　程よく引き締まった筋肉を目の当たりにして胸が高鳴ると同時に、下腹部に反り返る屹立が目に入った。血管が浮いて見える赤黒いそれの先端から透明な雫が溢れていて、獰猛な獣のような印象を受ける。

　女性でも羨むような美貌の持ち主なのに、そこだけを見るとやはり彼は雄なのだと思い知らされ、なんだかどぎまぎしてしまった。

「早く挿れてほしいの？」

　視線に気づいたテオがくすっと小さく笑う。

「ち、ちがうからっ」

　かあっと顔を熱くして慌ててそっぽを向くと、太腿を優しく撫でられた。

　ぞくぞくと官能の震えが立ち上って、足のつま先をすぼめる。

「違うの？　ラシェルのここは準備ができているようだけど」

　テオの指が太腿の間に滑り込んできて、彼女の秘められた場所に触れる。くちゅっと音がして、濡れた花弁がそっと捲られる。

「やっ……だめ……っ」

　胸を触られるよりも、敏感な刺激に腰を引こうとしたら手で押さえつけられた。

「すごく濡れているよ、君の方からは見えないだろうけど。お尻の方まで蜜が零れている」

　テオが指で花弁を上下になぞると、ぴちゃぴちゃと水音がラシェルの耳に届いた。

「は、はぁ……っ、言わないで……」

　自分が淫らな女になったように思えて、恥ずかしくてたまらない。

「ラシェルは感じやすいんだね」

　壮絶に艶めかしい光を宿した青い瞳を細めながら、テオが指先での蜜口をかき乱す。

「ん……あ……っ」

　否定したいのに、震えるほどの愉悦に息が弾むだけで言葉らしい言葉を紡げない。

「テオ……」

　サファイヤブルーの瞳に囚われて、ラシェルはかろうじて夫の名前を呼ぶので精一杯だった。

『俺には好きな相手がいる。だからラシェルには指一本触れない』

　一年前の結婚初夜にテオはそう言った。

　今日までずっとその約束は守られてきた。

（それすら忘れて……）

　そうでなければ、こんな事態にはなっていないだろう。

「もっと甘い声を聞かせてほしい」

　隘路を往復する指が二本に増やされ、淫靡な水音とともにラシェルの喉から艶やかな声が漏れた。

　拒絶するなら、もっと前に機会はあった。彼が寝室に入ってきた時にすぐに退室すればよかった。抱き締められた時に突っぱねればよかった。キスをされた時に頬を叩けばよかった。

　でも、そんなことはできなかった。

　夫に――テオに抱かれたい。

　子供の頃からずっと好きだったのだから。

　それでもやはり、彼を騙すような真似はだめだと理性が訴えかける。

「テオっ、本当は――」

　潤みきった翡翠色の瞳から、透明な雫が零れた。

「記憶を失くした俺に抱かれるのは嫌？」

　滲んだ視界に、そう問いかけてきたテオの泣きそうな顔が映る。彼のそんな表情を見るのは生まれて初めてだ。いつも自信に溢れていて頼りになる幼馴染だったから。

　結婚してからずっと冷たい態度を取られていても離縁しなかったのは、テオのことを愛していたからだ。

「嫌じゃない……。でも、夫婦だからって義務で私を抱かなくてもいいの」

　夫婦なら夜は同じ寝台で眠り、愛の証を残すため体を重ねる。テオの頭にある一般的な知識としてはそうなのだろう。

　無理にそれに倣う必要はないとラシェルは言いたかったのだが、どうやらうまく伝わらなかったらしい。

「義務……ね。本当にそうなのか、確かめてみようか」

　テオはふっと口角を上げた。

（何かおかしいことでも言ったかしら？）

　ラシェルは微かに眉を寄せた。

　テオがもったいぶるように静かに指を引き抜くと、空虚になった蜜襞が戦慄く。

　そこをもっと埋めていてほしいという感覚が湧いてきて、彼女の体温が僅かに上がった。その気持ちが伝わったわけではないだろうが、次の瞬間、太腿を大きく割り開かれ、何か別のものが潤んだ蜜口にあてがわれた。

「え……っ」

　今まで感じたことのないほどの熱いもので隘路が押し拡げられる。指よりも圧倒的質量を持ったものの正体はすぐにわかった。恥ずかしくてあまり視界に入れないようにしていた彼の剛直が、ラシェルと繋がろうとしている。

「テオ、待って……！」

「さんざんかわいい姿を見せられて、ここで待てると思う？」

　媚肉を引き攣らせながら、剛直が奥へ進んできた。

　――あなたの好きな人は他にいるのよ。

　――記憶が戻った時、後悔するから。

　彼を止める言葉を懸命に頭に浮かべるが、どれも真白な霧の中に吸い込まれていく。

「ひぃ……んっ」

　まだ最奥まで到達していないのに、それは予想以上に大きくて熱くて、シーツを力いっぱい掴んで歯を食いしばった。

「きついな……ラシェル、もう少し力を抜いて」

　浅いところを擦られるだけで、燃えるような熱がラシェルの体を貫く。

「だって……」

　目尻に涙が滲んだ。ふいにテオが身をかがめてきて、その雫をそっと吸い上げる。

「ラシェルと一つになりたい」

　まっすぐに見つめてきたテオは、ラシェルの震える唇を自身のそれで塞いだ。

　ちゅ、ちゅと愛おしそうに口づけが繰り返される。

　隘路がみしみしと悲鳴を上げながら、彼の形に変えられていくのを感じた。それでも蕩けそうな口づけに夢中になっていれば、不思議なことに逃げ出したいほどの痛みは徐々に落ち着いていく。

「すごい。押し出されそう……」

　テオが嘆息しながら、苦く笑う。

「全部、入った……？」

　背中にじっとりと汗をかいたラシェルは、真っ赤な顔でおそるおそる目線を下ろした。

「もう少しだよ」

　すでに下腹部は違和感と熱で圧迫されている。それでもまだすべてではないという。

「早く……ちょうだい。もう我慢できない……」

　林檎のように頬を赤く染めたラシェルの瞳が潤んで揺れた。

「ラシェルって本当に煽るのがうまいよね。久しぶりでつらいのかと思っていたけど、演技だったの？　それなら、俺も遠慮しないけど」

　テオは陶然とした笑みを浮かべ、上半身を起こすとラシェルの腰を掴んだ。

（久しぶり？）

　ラシェルは目をぱちぱちと瞬かせた。

（待って!?　テオは私たちが初めてだと思っていないんじゃ――）

　眠る時間はバラバラだとは言ったが、夜の営みまでないとは言わなかった。どうやら彼には正確な情報が伝わらなかったらしい。

「じゃあ、動くよ」

　屹立が抜けそうなくらいぎりぎりまで引き出され、それに合わせて媚肉がずるりと引き攣れる。

「ひぁ……っ」

　ぴりっとした痛みは、次に訪れた重い衝撃に呑み込まれた。

　ずん、と勢いをつけてテオの剛直が最奥を貫いたのだ。

「あぁぁ……っ！」

　くしゃりと眉根を寄せて、ラシェルは白い喉をさらけ出した。

　感じたことのない熱が体の奥で沸き起こり、思わず背中がしなる。

「奥……あ、熱い……っ」

「俺も感じるよ、ラシェルの中、きつくて熱くて気持ちがいい」

　切れ長の目元がうっすらと赤く染まって、恍惚と細められた。

　抽送は一度だけでは終わらず、腰骨まで響く重怠い衝撃が何度も押し寄せる。

　破瓜の痛みが、隘路を埋められる違和感が、やがて甘美な熱に塗り替えられていくのに、そう時間はかからなかった。

　軋む寝台の上で、蜜壺から溢れた雫が淫靡な水音を立ててシーツに飛び散る。

「は――あ、あっ、ああぁっ……」

　硬く張り詰めた熱杭が蜜襞を擦る度に、髪の生え際まで粟立つような快感が伝わって、甘い嬌声がひっきりなしに漏れた。

　それを聞いたテオは箍が外れたように激しく腰を打ちつけてくる。肌と肌が弾ける乾いた音に混じって、水音はさらに増した。

「やぁぁ……っ、テオ、もっと優しくして……っ」

　大きく視界が揺れて、ぐらぐらと眩暈がするが、その波に呑まれるのも悪くないとさえ思えてきて、もうまともな思考ができそうにない。

「でも、中、すごい俺を締めつけてくる。たくさん感じてくれて嬉しいよ」

　は、と軽く息を吐きながらテオは口角を上げた。

　一際深く先端で中を抉られて、蜜襞が甘い刺激に収斂する。おかげで淫筒に埋められた彼の形が張り出した雁首まではっきりと感じ取れた。

「ふぁっ……あぁ……っ」

　ぐりぐりと奥をこそげるように擦られ、ラシェルの体が震えながら一気にこわばる。抗いがたい真っ白な波に意識を奪われたと思った瞬間、愛蜜が噴き出した。

「あああぁ……！」

　甘く、心地良い感覚が腰の辺りから頭の先へ突き抜けていく。

　生まれて初めて味わう極上の快感に涙腺が弛緩して、熱い頬の上を雫がぽろぽろと零れ落ちる。

「ラシェル――」

　一拍息を呑んだテオが剛直を引き抜くのかと思ったら、膝裏に手を入れてきてさらに彼女の体を大きく開き、貪るような抽送を再開した。

「いや……っ、待って、もう……っ」

　体に力が入らなくて、頭の中には甘い霞がかかっている。しばらくそれに浸っていたいのに、荒々しく求められて鮮烈な愉悦に視界が開けた。

「待たないって言っただろ。そんな蕩けた顔されたら無理」

　余裕のない口調に、ラシェルの鼓動が大きく跳ねる。

「でも――」

　これ以上されたら、どうにかなってしまいそうだ。テオを自分だけのものにしたい。他の誰にも渡したくない。そんな自分勝手な考えから抜け出せなくなる。

　深い所まで何度も欲望を刻み込まれて、再び高みに押し上げられていった。

　――記憶が戻るまでと決めたのに。

　ラシェルの反論がキスで塞がれる。

　膝がシーツの上に下ろされ、両手で頬を包まれた。押し当てられて形を変えた唇の間に舌が入ってきて、奥まで貪りつくされる。

「はぁ、んっ、あぁ……」

　溢れる唾液をすすられ、舌の根元を執拗に舌先で扱かれ、また何も考えられなくなってきた。

　彼の体の重みで大きくひしゃげた胸が、律動のたびに引き締まった胸板に擦れてもどかしい甘い痺れが沸き起こる。下腹から起こる鮮烈な熱と同時にそれが与えられ、ラシェルは再び達した。

　喜悦の声を上げたラシェルは、テオもまた彼女の中に熱い飛沫を放つのを感じた。どくんと爆ぜるような熱に、ようやく子種を得たのだと体から一気に力が抜ける。

「ラシェル……、君って人は本当に……」

「ご、ごめんなさい……？」

　咎めるような口調に咄嗟に謝ってしまったが、彼の顔を見つめると、その口元は笑っていた。

「あんまり君が俺を締めつけるから……本当に不甲斐ない男だ」

　汗の浮いた額にかかった濡れた前髪をかき上げたテオは、困ったように微苦笑した。

「え？」

「これで、終わりじゃないからね？」

　子種を渡したら終わりというのは、違っていたのだろうか。たしかに受け入れたように感じたと思ったのだが、どういうことなのだろう。

　聞き返す前に、再び抽送が始まった。

　ぐちゅぐちゅと二人の雫が混じり合った粘性の淫猥な水音が漏れて、溢れたそれがシーツに染み込んでいく。

「嘘、待って……ねえ……っ」

「同じこと言わせないで？」

　意地悪く舌を覗かせたテオの顔が、昔のいたずら好きな少年の頃の姿に重なって、ラシェルの胸が疼いた。

　さきほどよりもさらに滑らかな動きになった熱杭が、容赦なく蜜襞を擦り上げる。完全な質量を取り戻すのにさして時は要さず、硬い雄芯が最奥を穿つたびに目の前にちかちかとまばゆい星が舞い散った。

　そこから朝までの記憶は切れ切れだ。腰骨が蕩けてしまいそうな愉悦を何度も送り込まれ、吐精を受け止める。

　聞いたことのないような甲高い嬌声を上げているのが、自分なのか夢を見ているのか曖昧になったところで意識が途切れた。

















第三章　その愛は灰かもしれない












　王宮で横になっていた時は、自分が何者かわからない不安に襲われ、吐き気がして食事を摂れない日も続いた。何も思い出せない朝を迎える度に、時間がそこから進まないような恐怖も覚えた。

　――テオ・アライス。

　それが自分の名前らしい。二十五歳で侯爵として領地を治めているという。不思議なことに過去の記憶はないのに、それがどれだけ責任の重い地位なのかはすんなりと理解できた。日常動作にも支障はない。物の名前や使い方も知っている。ただ人の顔や名前に関する情報が皆無だった。過去を思い出そうにも、そこはうつろな闇でなぜ自分が今ここにいるのかも思い当たらなかった。

　その原因を作ってしまったというアンジェリカ王女は、責任を感じているらしく、ずっと王宮にいてもらってもいいと、毎日親身に見舞いに来てくれていた。

　だが、接する人間の中には「アライス卿らしくない」とか「人が変わられたようだ」と言う者もいて、気が沈んだ。

　医者の了承を得て領地に帰還した表向きの理由は、治めるべき場所があり、大切な領民を蔑ろにはできないというものだったが、本当は人と接するのが怖いというのが本音だった。

　領地に戻ったら、しばらく一人で過ごそうかと思っていたが、妻がいると知って不安が膨らんだ。彼女もまた自分の変わりように悲観し、奇異なものでも見るかのような目を向けるのではないか。

　しかしそれは杞憂に終わる。

　ラシェルが普通の夫婦だと言ってくれたことや、焦らなくていいと励ましてくれたことが嬉しかった。

　今も隣から聞こえる深い寝息と、匂い立つ色気をまとった甘い香りに、昨夜のことをすぐに思い出せる。

　過去のことはすべて暗闇の中なのに、ラシェルとのひと時のおかげで、たしかに自分は透明ではなくここに存在しているのだと思えて安心できた。

「おはよう、ラシェル」

　そっと妻の名前を呼びかけるが、彼女の反応はない。

　朝方まで抱き潰してしまったのだ、無理もなかった。

　記憶が戻るまでは仕事も満足にできないだろう。その間、寂しい思いをさせてしまった彼女にたくさんの愛を注いであげたい。

　一緒にいるうちに記憶が戻ったら、今度は仕事を言い訳にせず、そばにいてあげようとテオは微笑した。

　寝室のカーテンの隙間から差し込んでくる細い日差しが、彼女の体を照らしている。自分も久しぶりにぐっすりと眠った感じがあるから、すでに昼近いのかもしれない。

　枕に広がる飴色の髪はゆるゆると優しく波打ち、同じ色をした睫毛はくるんと上向いていた。無防備に少し開いた唇は、今すぐにでも食べてしまいたくなる。

　白く華奢な肩が掛布から覗いていて、乱れた寝具を直そうと手を伸ばした時、シーツに散った淡い花びらのような痕跡が目に入った。

「ん？　え……？」

　思考が停止した。

　一瞬ラシェルが怪我をしたのかと思った。だが自身の中の知識を総動員して考えた結果、一つの可能性に至る。

「まさか――」

　思わず息を呑むと、ラシェルの瞼がぴくぴくと動いて、うっすらと新緑色の瞳が覗いた。

「テオ……？　どうか、した……？」

　寝ぼけているのか、緩慢な動きで体をこちらに向ける。

　掛布がずれ、たわわな胸がゆったりと誘惑してきて生唾を呑み込むが、首を一つ振って彼女の顔を見つめた。

「ラシェル。もしかして、その、昨夜が初めて……？」

　おそるおそる尋ねると、何のことか察したようで恥ずかしそうに目を逸らされる。

「……うん」

　彼女は静かに頷いた。一度も寝所を共にしたことはないと言っていたのは、その言葉通り夫婦の営みすらもなかったということなのか。

（でも、ラシェルは赤ちゃんを産みたいと……）

　それだけ望まれていながら、妻を放っておいた自分を殴りたくなった。

　いくら仕事が忙しいとしても加減というものがあるだろう。普通の夫婦の『普通』の定義が自分の中で揺らぐ。

（それとも俺はラシェルに少しも興味がなかった――？）

　これほど気遣いのできる魅力的な女性に興味がないなど、記憶を失くす前の自分は変わり者としか思えない。

「ごめん。夫婦というからてっきりもう……済ませているものだと……」

「どうして謝るの？」

「最初の夜は特別なものだろ。それを記憶のないわけのわからない俺に……」

「テオは、テオよ。記憶があってもなくても、私の大好きな人」

　ラシェルの微笑みは女神のように美しかった。

「ありがとう」

　どんな言葉を交わしてきたのだろう。どんなことをすればラシェルは喜んでくれるのだろう。

　焦るなと言われても、このままではいけない気がしてきた。

　ラシェルの華奢な肢体を抱きしめて、本当に不甲斐ない、と小さく呟く。

　きっと、花嫁姿は燦然と輝いて美しかったに違いない。

「必ず思い出すから」

　その時の光景だけでも甦ればいいと思いながら、テオはラシェルの髪に口づけた。






　　　※






　昼前に目覚めたラシェルは、手足を動かすのも億劫なほど重く、アライス家へ来て初めて一日を寝台の上で過ごすことになってしまった。

（どうしよう……）

　自分の願いを叶えるために、テオに嘘をついてしまった罪悪感が、今頃になってのしかかってくる。

　彼はラシェルに無理をさせたと責任を感じているのか、甲斐甲斐しく世話を焼いてくれた。体を綺麗に拭いてくれ、着替えを手伝い、軽食を持ってきてくれて、ずっとそばにいてくれる。

「はい。口を開けて」

　彼に差し出されたフォークの先には、つるりと綺麗に剥かれた一口大の白桃がある。ブランデーと砂糖で煮てあるのか、甘い香りが漂った。

「自分で食べられるわ」

「少しでも休んでいてほしいから」

　寝台の背もたれに背中を預けて足を伸ばしているのだが、どうにも落ち着かなかった。

「でも、だって、恥ずかしいし……」

　そんな甘い恋人同士のやり取りみたいなことは、本で読んだことしかない。

「早く食べないとシーツに零れちゃうよ」

　透明な雫が桃の下の方に流れていくのを見て、ラシェルは思い切ってそれを口に含んだ。

　桃に染み込んだ甘さと深い味わいがじゅわりと口いっぱいに広がり、思わず頬を押さえる。

「……おいしい」

「もう一つどうぞ」

　テオはいつの間にか次の桃を用意していた。今度はすぐに口に入れる。

　サンドイッチもスープも先にお腹に入っているのに、不思議なことに苦しくならない。よく考えればここ数日ずっとテオのことが心配で、ろくに食事を摂っていなかったことを思い出した。幼い子供のように、目の前に差し出された物をもぐもぐと平らげていく。

「俺も味見していい？」

　テオの瞳にいたずらっぽい光が灯った。

「いいわ――」

　返事をするや否や、唇が重なった。

「ん、んぅ、ふぁ……」

　唇についていたコンポートのシロップを、ちゅ、ちゅと吸われ、舌先で歯列をなぞられて力が抜けたところで口腔内を舐め尽くされる。

　ずくん、と下腹の奥が疼いて、すぐにとろりと熱いものが秘所を濡らす感覚があった。

（せっかく着替えたのに……っ）

　顔を熱くして、ラシェルはテオの胸に掌を当てる。

「テオ！」

　真っ赤な顔で押し返したら、いたずらっぽく笑われた。凛々しい彼の姿も好きだけれど、気の抜けた少年のような笑みの落差に胸が鷲掴みにされる。

「今日は抱かないから安心して。君にこれ以上負担はかけられない」

　テオの言うことはもっともなのに、ラシェルはうっかりいやだと返しそうになった。

「これ、おいしいね。元気になったら桃より甘い君の体を味わいたい」

　そう付け加えられた途端、ラシェルは耳まで真っ赤になる。

（記憶が戻っても、失くした間のことは覚えてるわよね？）

　一線は超えてしまったが、今ならまだ一夜の過ちとして理解してもらえるかもしれない。

「テオ。あなたにはね……」

　他に好きな人がいるのだと伝えなければならないのに、そこからどうしても言葉が紡げなかった。

（このまま記憶が戻らなければ、テオはずっと私に優しくしてくれる。本当のことを言って気まずくなるより、黙っている方が丸く収まるんじゃない？）

　自分の中の浅ましい心の声が耳元で囁いた気がした。

「なに？」

　澄んだサファイヤブルーに顔を覗き込まれ、ラシェルはドキッとした。

「……こ、子供の頃からいたずらばっかりされてたのよ」

　意気地なし、自分勝手――心の中で自身にそう言葉を投げる。

「そうなんだ。子供の頃から一緒だったんだ」

　空になった皿を寝台の横に置いたワゴンに戻し、テオはラシェルに寄り添ってきた。

「その頃の話、聞かせてくれない？」

「テオが聞きたいなら……」

　ラシェルは自分たちが幼馴染であること、互いの家を行き来して遊んでいたことを話した。二人で遊んだこと、家族を交えてそれぞれの土地の祭りに参加したこと、数え切れないほどの思い出は話していて尽きることがない。

「全然思い出せないな」

　テオが申し訳なさそうに肩を落とす。

「いいの。ただ聞いてくれるだけでも嬉しいわ」

「もし、何も思い出せなかったら……」

「今のままでも、いい」

　つい、本音が漏れてしまってからラシェルはハッと顔を上げた。

「ごめんなさい、何も思い出せないなんてつらいわよね」

「それは……。だけど、それでもずっとそばにいてくれる？」

　頬を撫でられ、深い瑠璃色の瞳に吸い込まれるように目を閉じると吐息が重なった。

　しっとりと温かな体温を唇に感じて、胸がきゅうっと切なく疼く。

　――好き。大好き。

　このままではいけないのはわかっている。

　今もテオの愛を待っている女性がどこかにいるというのに。

（そちらの女性を探す方がいいのかもしれない。私といても何の進展もないけど、その人の顔を見たらすぐに思い出すかもしれない）

　そっと唇が離れて、ゆっくりと瞼を上げると、ほつれたおくれ毛を耳にかけられた。

「明日……町へ行ってみない？　アライス領で一番大きなサンレアンならここから近いわ。ただの観光だと思っていいから」

　サンレアンにはテオがよく行っていると、以前マクシムに教えてもらったことがある。町には商会をはじめ、さまざまな店がそろっているし、人の流れも多い。

　もしかしたら、王都ではなくて、そこに彼の想い人がいる可能性もある。こちらがわからなくても、向こうから何らかの反応があるかもしれない。

「少しでもいろいろなものを見れば、いい刺激になるよね。ありがとう、ラシェル。君と一緒ならこわくないよ」

　ぎゅっと手を握られて、戸惑った。

（テオは、私の知らない所でこんな明るい表情を見せているのかしら）

　胸がぎゅっと締めつけられる。

　これは嫉妬だ。

　顔も知らない、どこに住んでいるのかもわからない相手に、醜い感情を抱いている最低な人間で、自分が嫌になる。






　翌日、約束通りサンレアンへ出かける支度をしていた。

　薄茶色の髪は耳から上の部分を綺麗に編んでもらい、残りの緩やかなウェーブは胸の前に垂らしてもらう。

「よくお似合いです」

　メイドが結い上げてくれた髪型を見て、そばにいたジニーがふわりと微笑んだ。

「ありがとう」

　はにかみながら、立ち上がって鏡の前でくるりと一回りする。繊細な刺繍があしらわれている金糸雀色のデイドレスの裾が大きく膨らんで、柔らかく元の形に戻った。

　これまで外出は孤児院や教会といったところばかりだったので深緑やベージュなど落ち着いた色身の服が多かった。ここまで鮮やかな色をまとうのは、結婚後に一度だけ参加した夜会以来だ。

「ところで、奥さま……」

　支度を終えたところでジニーが口ごもる。

「僭越ながら、わたくしどもは、このまま奥さまと旦那さまが寄り添っていただけると嬉しいと思っております」

「え？」

　ジニーの言葉が信じられず、ラシェルは目を丸くした。

「身もふたもないことを申し上げれば、そろそろお世継ぎのことも考えていただきたいのです。ファビアンさまのことを忘れられないのは重々承知しております。ですが、これを機に、前に進むのも悪くないのかと……」

　夫婦の間に何があったのか、使用人たちは何でもない顔をしているが、身の回りの世話をしている以上は気づかないわけがないだろう。

　ラシェルは顔を赤くした。

　朝まで抱かれたことを思い出すと恥ずかしい。

「わたくしどもは、これからもお二人が子供の頃のように仲睦まじくお過ごしになることを心から願っております。ですが、もしファビアンさまへのお気持ちが消えずに、おつらいようでしたら、いつでもご相談ください」

　ジニーはそう言って丁寧に頭を下げた。

「心配をかけてごめんなさい。でも大丈夫よ。ファビアンが亡くなってもう二年が経っているんだもの」

　そう言いつつ、ラシェルは安堵していた。これでようやく気持ちがテオの方を向いていると使用人たちには理解してもらえる。

　問題はテオの方だ。記憶が戻った時、欺いたと侮蔑されたら、その時は潔く身を引くしかない。

「――ラシェル。もう準備はできた？」

　私室の扉をノックする音とともにテオの声がして、ハッとそちらに目を向ける。

「ええ、大丈夫よ」

　そう返事をしてラシェルは歩き出した。

「いってらっしゃいませ」

「ありがとう。いってくるわ」

　扉を開けてくれたメイドに声をかけ、ジニーと共に部屋を出る。

　そこには濃紺の上着に純白のクラヴァットタイを締めたテオが待っていた。ウエストコートには懐中時計の金の鎖が留められている。繊細な黄金色の髪は整髪料できちんとまとめられ、記憶を失っているとはいえ、自然と凛々しい気品に溢れていた。

「お、お待たせ……」

　つい見惚れてしまって口ごもる。

「とても綺麗だ。花の精かと思った」

　テオの口からするりとそんな甘い言葉が出てきて、びっくりして体が固まってしまった。

「行こうか」

　シルクの手袋をはめた手を差し出され、おずおずとレースに包まれた手を重ねるとぎゅっと握り込まれた。

「うん。テオも素敵よ」

　ぼそぼそと独り言のようになってしまったが、テオが「ありがとう」と返してくれたので、胸がきゅんと締めつけられる。

　子供の頃には何度も繋いだ手なのに、手袋越しに伝わってくる体温に胸がドキドキするのを止められなかった。

　玄関を出て、車留めまで歩いていくと、侍従が二頭立ての華麗な馬車を待機させている。

「足元に気をつけて」

　テオが馬車のステップに足をかけ、優雅にラシェルの手を引いた。

「今日は楽しみだね。君と出かけられるなんて至福のひと時だ」

「わ、私も同じ気持ちよ。何も深く考えなくていいから楽しみましょう」

　ラシェルは一層胸を高鳴らせながら馬車に乗り込んだ。

　やがて馬車が動き出し、太陽の下に出ると馬たちの手入れされた毛並みが光を受けてきらめく。

　サンレアンへ向かう道は広々と整備されており、思っていたよりも早く町へ着いた。

　白い石畳が上品に敷き詰められ、初夏の日差しが建物の壁面に反射してきらきらと明るく照らし上げている。その眩しい光景が二人の表情も明るく照らした。

　街路には鮮やかな花々が咲き誇り、花壇も色とりどりの花で彩られている。紅白の薔薇や紫陽花、薄紫のラベンダーが風に揺れ、甘い香りを漂わせているようだ。

「綺麗……」

　思わずラシェルは感嘆のため息を零す。

　テオはというと、何かに気づいたふうでもなく、美しい街並みをただただ堪能していた。

　町の中心部には広い噴水広場があり、その水しぶきは空中に舞い上がって陽光を受けて虹色に輝いている。

　そこで二人は馬車を降り、歩いて空気を味わうことにした。

　清らかな水音が耳に心地よく響き、涼し気な風が頬を撫でていく。

「賑やかなところだね」

　再びテオはラシェルの手を引き、石畳の上を歩きながら周囲を見渡しながら珍しそうに辺りを見回していた。

「アライス領で一番大きな町だもの。ここには商会もあって、テオもよく顔を出していたとマクシムが言っていたわ」

「そうか……今日行った方がいい？」

「テオが行きたいならいいわよ」

「いや……やっぱりまだ急にいろいろな人に会うのはこわい。ごめん。せっかく来たのに」

　肩を落とすテオに、ラシェルは首を横に振った。

「いいのよ、気にしないで。少しずつ、ね。まずは見て回るだけ」

　ラシェルはにっこりと笑いかけ、さまざまな店が多く並ぶ方へ足を向ける。

　もしかしたら商会に好きな人がいるのかもしれないと、心の奥底で恐れていたラシェルは、テオの返事にどこか安堵している自分に気づいて、自身の頬を叩きたくなった。

　モヤモヤした気持ちを抱えた彼女とは裏腹に、賑やかな通りには人々の笑顔が溢れている。花屋、靴屋、パン屋、帽子屋、仕立屋など、ここへ来れば揃わないものはないとまで言われている場所だ。

　それらを眺めながら、だんだん奥まった場所までやってくる。

　古い石壁の店の磨かれたガラスの向こうに、美しい宝石をはめた宝飾類や、質のいいドレス生地などが並べられていた。この辺りは貴族や裕福な者向けの店が立ち並んでいるのか、道行く人の数はまばらだ。

「わあ……素敵」

　ラシェルの目がショーケースの中の指輪に留まる。純銀の台座に収まっている淡い桃色の宝石が光の加減で複雑な陰影を作っていた。

「見てみる？」

　テオに声をかけられて、慌てて首を横に振る。

「ううん。ただ綺麗だなって思っただけ――」

「こんにちは、アライス卿！　早速いらしていただけて嬉しいです」

　ラシェルがその場を離れようとした時、店の扉が開いて片眼鏡をかけた年配の男が笑いかけてきた。

「え？」

　思わずテオと顔を見合わせるが、当然彼は面食らったような表情を浮かべている。

「あ、あの、早速、とは……？」

　ラシェルが慌てて尋ねると、男は破顔した。

「例の物ですよ。やはり奥さまには内緒でしたか。どうぞ、どうぞお入りください。今ちょうど他のお客様もいらっしゃいませんので」

　どういうことなのかわからないが、店主らしき男がさっと戻ってしまったので、戸惑いながら店の扉を開けて中に足を踏み入れる。

（例の物？　私に内緒？）

　記憶を失う前のテオは、いったい宝飾店に何をしに来ていたのだろう。

「どうぞ、そちらにおかけになってください」

　茶色の革張りのソファに腰かけると、店主は店の奥に一度戻り、すぐにまた顔を覗かせた。今度はシルクの手袋をして、その上に深紅のベルベットの生地に包んだものを載せている。

「先週には出来上がっていたのですが、必ずここへ取りに来るので連絡は不要だとおっしゃったので待っていたのです。もしやお忘れになっておられるのではないかと、心配しておりましたよ」

　そう笑いながら店主はソファの前のテーブルにそれを置き、そっと布を開いた。

「……な、なに、これ」

　目に飛び込んできたのは、燦然と輝く大粒のエメラルドのブローチだ。長方形で繊細にカットされたそれは一点の曇りもない。周囲を囲む地金にはダイヤモンドがキラキラと輝いていた。

　宝石には詳しくないが、一目見ただけでも並の人間には手が出ない逸品なのだということがわかる。

「ご覧の通り、ブローチです。ここまで大きなエメラルドは近年では流通が稀なのですが、ちょうどアライス卿がお声をかけてくださったので、こうして完成させることができました」

　男はニコニコとしながら、テオとラシェルの顔を見比べる。

「これを、俺が……」

　テオは息を呑んでいる。高価なものであることはわかるのだろうが、それを自分が依頼して作らせたものだとは思い出せないようだ。

「奥さまへの贈り物なのでしょう？　瞳の色を見て合点がいきました。どうぞ」

　店主が布に載せたブローチを静かにずらして、ラシェルの前に移動させる。

「ち、違うと思います」

　ラシェルは咄嗟に首を横に振った。

「え？」

　店主はキョトンとしている。

「私、受け取れません……」

「はあ……でも、奥さまへということでよろしいんですよね、アライス卿？」

「……ああ。俺はきっとラシェルのためにこれを作らせたんだろうな。代金はいくらだ？　あいにく今すぐは――」

「いえ、お代は先にちょうだいしております」

　店主は戸惑いながらも頷いた。

「そうか。それならいいんだ。ラシェル。ほら、着けてみて」

　テオはためらいなくブローチを手に取り、その輝きとラシェルの瞳を重ねて無邪気に微笑む。

「だ、だめ！　私のじゃないわ」

　他に好きな人がいるとテオは言っていたのだ。きっとこれはその人物のために作らせたのだろう。完成しても連絡しなくていいというのは、これを購入したことをラシェルに知られるわけにはいかなかったからにちがいない。

（こんな素敵な物を、わざわざ石から作らせるなんて……）

　相当、想いが深くなければできないことだ。

　胸の奥でどす黒い感情がくすぶって、じくじくと痛んだ。

　自分がみじめに思えてきて、目の奥が熱くなる。

「すまない、ご主人。実を言うと俺は怪我で記憶がなくなっていて、これを依頼した経緯も不明なんだ。もしはっきりと思い出せたらまた取りに来るとするよ」

　唇を引き結び、受け取りを固辞するラシェルの意思が変わらないことを悟ったのか、テオがブローチを戻すと、店主は目を丸くした。

「な、なんと……それは大変でございましたな」

「でも領主が記憶喪失なんて町の人を不安にさせたくないから、このことはしばらく内密にしておいてくれ」

　テオが苦笑してみせる。

「はい、はい……承知いたしました。アライス卿のお早い回復を祈っておりますね」

　店主は神妙な面持ちで頷いた。

「では今日は、窓際の一番左端に飾られている指輪をいただいてもいいだろうか？　代金はあとで払いに来るから」

　それは、さきほどラシェルが目に留めたものだった。

「テオ！」

　ハッとして、抗議するように彼の上着の袖を掴む。

「これくらいで落ちぶれるような家ではないことは、昨日カンデラ執事長に話を聞いて知っているよ」

　ラシェルが寝室で休んでいる間、時々彼は自室へ戻っていたようだったが、どうやら領地経営についてマクシムからまた話を聞いていたらしい。

「だけど……」

「ご主人。サイズを確認してみてもいいかい？」

「は、はい。もちろんでございますとも！」

　店主は席を立ってそっと指輪を手にすると、カウンターの中から専用のケースを取り出してきた。

「俺が着けてあげる」

　テオは嬉しそうだ。ここで彼のしたいことを拒否するのは、彼自身を信用していないと受け取られるかもしれない。

（記憶が戻った時に、後悔しても遅いからね）

　その時は、ラシェルが遠慮したということはきちんと伝えようと思った。小さくため息をついてレースの手袋を外し、左手を差し出す。

　薬指にはすでに華奢な結婚指輪があったが、テオはそこにゆっくりと新しい指輪を重ねる。

　細い指に並んだ二つの指輪は、揃いの物といってもいいくらい違和感がなかった。

「こちらはピンクトルマリンという石です。奥さまの優しい雰囲気にとてもよくお似合いですよ。サイズはいかがですか？」

「ちょうどいいみたい」

　不思議なことに緩くもきつくもなかった。

　店主が安堵したようににっこりと微笑む。

「……ありがとう、テオ」

　記憶がないことをいいことに、ねだってしまったようで後ろめたい気もするが、アクセサリーの贈り物は素直に嬉しい。

「こちらこそ、こんな頼りない俺のそばにいてくれてありがとう」

　テオは自信のない笑みを浮かべた。

　記憶喪失になったことを引け目に感じているのだろう。

（テオにそんな風に思わせちゃうなんて、だめね、私は）

　目を伏せると、左手の宝石がきらりと光る。その手をぎゅっと握り込んでからラシェルは顔を上げた。

「テオはテオ！　そのままでいいの」

　思い切り笑顔を作ってみせ、ラシェルはテオの手を握った。

　彼を支えると決めたのだから、今は不安を見せてはいけない。

「では、ブローチは大切にお預かりしておきますね。必ず取りにいらっしゃると信じておりますので」

　柔和な笑顔の店主に見送られて店を出た二人は、再び広場へ戻り居城への帰途についた。

「それにしても、立派な街並みだったなあ。噴水も綺麗でさ」

　馬車に揺られながら、テオはその情景を思い出すかのように目を細めて窓の外を見た。

　結局町で声をかけてきたのは、宝飾店の店主だけだった。

（テオの好きな人には会わずに済んだけど……一つだけわかったのは、瞳の色が緑色をしているであろうということ……）

　やはり可能性として一番高いのは、王都か王宮内で知り合った人物だろうか。

（でも、私にはこれがあるから……）

　記憶を失ったとしても、テオからの贈り物には違いない。ブローチがどれだけ高額な品だったとしても、こちらの方がラシェルにとってはずっと価値のあるものだ。

「アライス家の中庭にも噴水があるわよ。サンレアンの広場ほど大きくはないけど」

　テオが興味を持つものが記憶を取り戻すきっかけになるならば、積極的に協力するべきだろう。

「へえ、そうなんだ。見てみたいな」

　彼がそう言うので、馬車が城に戻った後、まっすぐに中庭へ向かうことになった。

　天気もよく、鳥たちの快活なさえずりが響き渡る。小道を進んでいくと、庭園にはジャスミンや矢車菊で彩られ、風に揺れて甘い匂いを運んできた。

　デイドレスの裾が軽やかになびき、散歩をするにはちょうどいい。

「ほら。あそこよ。子供の頃はよくここで、追いかけっこやかくれんぼをしたの」

　身分も性別も気にせず、無邪気に遊んでいたあの頃が懐かしい。

「そんなに仲が良かったのか……。どうして、俺は何も思い出せないんだろう」

　テオが寂しそうな顔をするので、微笑みながらその手をぎゅっと握る。

「焦らなくていいの。あ、それとも、またかくれんぼしてみる？」

「え？」

「大丈夫。ただのかくれんぼよ。私が隠れるから後ろを向いていて。行くわよ」

「わ、わかった」

　戸惑いながら背を向けるテオの手をそっと離して、ラシェルは薔薇園に足早に向かう。

　綺麗に整えられたアーチをくぐり、中に足を踏み入れると、美しい薔薇と甘い香りに包み込まれる。

（どこに隠れようかしら）

　相変わらず迷路みたいに入り組んでいたが、結婚してから何度か一人で散策していたので、昔のようにこわくはない。

　さわさわと緑の葉を揺らす風の音と、鳥たちの楽しそうなさえずりが耳に心地いいが、それ以外の音は聞こえてこない。

（まさか、見つけられなくて先に戻ったり……しないわよね？）

　奥まった場所まで来て足を止めたラシェルは、ふとそんな不安に駆られる。

「テオ……」

　手袋を外して、桃色の石をそっと指でなぞる。

（テオ……早く見つけて。私はここにいるわ！）

　ぎゅっと胸の辺りで両手を握り合わせ、下を向いて目を閉じる。

　そう祈った瞬間、足音が近づいてきた。それは少し小走りに。

「ラシェル！」

　声がすぐ後ろで聞こえて、ラシェルはパッと顔を上げて振り返った。

「見つけた！」

　テオは得意げに歯を見せて笑っている。

「私のあとをついてきたの？」

　かなり複雑な生け垣は、初めての人間にとっては通り抜けるのは難しいはずだ。

「自分の庭で迷ったりしないよ」

　テオはそう即答から、ふっと口元を手で押さえた。

「あれ……前にも、なんか、同じこと……言ったかな？」

「お、思い出したの!?」

　どきりとして彼の側に歩み寄ると、彼は首を横に振った。

「いや。でも、なんだか懐かしい気がした。やっぱりここで君と遊んだことがあるんだろうな……」

　そろそろと手を下ろしたテオの口元が弧を描く。

「やっぱりラシェルは頼りになるよ。君といればきっと思い出せると思う」

　テオは両手を大きく広げて、ラシェルを包み込んだ。

　抱きしめられると、爽やかなフレグランスの香りが彼女の中に飛び込んでくる。

（そうよね。テオの幸せのためには、正しい記憶が戻った方がいいに決まってる）

　こうして抱きしめられることを待っている誰かのために。

　泣きそうになるのを堪えて、ラシェルはテオの背中に腕を回してきつく上着を掴んだ。

　それから数日経っても、テオは記憶を取り戻すことはできなかった。

　もう戻ることはないのかもしれないが、穏やかに過ごす若い夫妻の姿を見守ろうと、使用人たちは二人が快適な時を送れるように努めた。

　領地経営に関しても、もともと頭脳明晰なテオは覚えも早かった。失われているのは人と関わった記憶だけで、問題に対する解決案はすぐに出てくる。

　ジュネ家が懇意にしていたことも、現状把握に大いに助かった。

　判断が難しい案件について父に助言を求める手紙を書くと、すぐに父とエリックが手伝いに来てくれた。テオには見舞いの言葉を、ラシェルにはねぎらいの言葉をかけてくれ、溜まった書類が片付くと、何かあったらいつでも相談に乗ると言って帰っていった。

　幼い頃はラシェルをからかい、小馬鹿にすることの多かったエリックだが、今はとても頼りになるありがたい存在だ。






「少し休みましょう」

　ある昼下がり、テオの私室で書類の仕分けを手伝っていたラシェルは、長椅子に腰かける。

「ああ。もうちょっと……。あれ、あの資料はどこだっけ？」

　一度作業に集中すると、なかなか彼は休憩しようとしない。

「テオ。無理をしたら、あとで疲れてしまうわよ」

　重厚な執務机の引き出しの中身を順番に引っ掻き回しているテオに、苦笑して声をかける。

「これだけ――」

　返事をしたテオの手が止まった。

「見つかった？」

「これは……」

　ラシェルが首をかしげると、彼が一冊の帳面を引き出しの奥から取り出している。

「日記だ。おそらくは――俺の」

　テオはページを軽くめくりながら、その内容に目を走らせた。

　彼に日記を書く習慣があったとは初耳だ。

（私、本当に結婚してからのテオのこと何も知らないのね）

　ラシェルは、ちくりと胸が痛んだ。

「……ああ、ほら、やっぱり俺はラシェルのことを愛しているんだよ」

　ページをめくる手を止めて、テオは顔をほころばせた。

「え？」

　目を瞠ったラシェルのもとに、彼が日記を持ったままやってくる。

「見て、ここ。君への気持ちが書いてある」

　夫の日記を読んでもいいものかと思ったが、一応本人から差し出されたものであるし、その内容を見たいという好奇心には逆らえなかった。

「ここ……？」

　テオの長い指が示す部分には、たしかに愛の言葉が書かれていた。

「君に会いたい……一人でいる時間が長く感じる。世界で一番愛している人、今日も可憐で美しい。君の声が、笑顔が元気をくれる……」

　日付は飛び飛びだが、天気や仕事内容の他に、一日の出来事の締めくくりは愛する人への気持ちがつづられている。しかし――。

「私じゃないかもしれないわ……」

　ラシェルは肩を落として日記をテオに押し返した。

「なぜ？」

「だって、どこにも私の名前が書いていないもの」

「わざわざ名前を書き記す必要がないくらい、愛する人は君ただ一人だってことだよ、ラシェル」

　はたしてそうなのか、わからない。ラシェルがこっそりと日記を盗み見することを考えて、あえて名前を記さなかったのかもしれない。

　ただ、テオに好きな人がいたことだけは、まぎれもない事実。そのことをまざまざと突きつけられて胸がえぐられるように痛くなる。

「それなら聞くけど、ラシェルこそ本当は俺のことを嫌いなんじゃないの？」

　テオの声がわずかに低くなった。

「そんなことない！」

　ラシェルはハッと隣に座る彼の顔を見つめる。

「だったら、どうしてブローチを受け取ってくれなかったの？　夫婦関係がなかったのも本当はラシェルが俺を拒んだんじゃないの？　何か隠していない？」

　テオに問い詰められて、ラシェルは泣きそうになった。

　本当のことを言えば、テオはきっと離れていく。誰かのもとへ駆け出していってしまう。

（でも、言わなくちゃ……テオのために……）

　だが、唇が震えるばかりで、俯いてその口をつぐむことしかできなかった。

　気まずい沈黙が数秒続いた後、テオが小さく嘆息するのが聞こえた。

「ごめん……何も思い出せなくて、言い過ぎた。苛立ちをぶつけるべきは俺自身なのに」

「ちがうの……私が悪いの。でも、うまく言えない。ごめんなさい」

「謝らなくていいよ。いくら夫婦といっても、いろいろあるよね」

　テオの手が、そっとラシェルのものに重ねられる。

「でも俺はラシェルを愛しているよ。今までの記憶が戻らなくても、これからはその何倍も大好きだって言い続けるから」

　そっと視線を上げれば、涙をこらえるような苦しそうな顔をしたテオが、こちらをじっと見つめている。

「もう君を忘れない。五感の全てでラシェルを感じさせて」

　唇が重なった。

　温かく柔らかなキスはつかず離れず、互いの熱を伝え合って深くなっていく。

「ん……ぁ……」

　しっとりとした口づけが耳朶を濡らした。

　甘く食まれて、ぞくりと肌が粟立つ。

「俺を一人にしないで」

　耳元で囁かれ、ラシェルの瞳から涙が一筋流れた。

　今のテオにとって頼れるのはラシェルだけなのだろう。

　家族を亡くした実感がわかなくても、目の前にいる妻を失いたくない不安で足元が揺らいでいる。

「記憶が戻っても、戻らなくても、テオのことをずっと愛しているから」

　ぎゅっと彼の背中に手を回すと、再び唇が奪われた。

　そのまま長椅子に押し倒され、靴を脱がされて、デイドレスの胸元のボタンが外されていく。

　ドレスはすぐに肩口が大きく開いて、胸当てもするりと押し下げられてしまった。

　午後の日差しに透き通るような白い肌が晒される。

「口づけの跡、もう消えてる」

　初めて一つになった夜以来、後ろめたさがあったのか、ラシェルの体を気遣ってか、テオは壊れ物を扱うように彼女を抱いていた。

「もし、俺がまた記憶を失くすようなことがあっても、これを見せて思い出させて」

　鎖骨の辺りをきつく吸われて、びくんと体が震える。

　テオが唇を離すと、そこには淡い紅斑が滲んでいた。

　ちゅ、ちゅと首筋にも、胸元にもその証は散りばめられていく。

　ドレスを脱がされ、薄い腹の上にも口づけの雨が降った。太腿やふくらはぎも丁寧に吸い上げられ、触れた部分がじんと熱を持っていくようだった。

「テオ……」

　ラシェルはもじもじと膝を擦り合わせた。

　彼は白い肌を網羅するようにキスを続けているが、肝心の疼く場所には指一本触れない。

「まだ、背中にも残しておかないと」

　悠然と笑みを浮かべたテオは、ラシェルにうつぶせになるように促す。

　体の奥に渦巻く熱を感じながら、長椅子に腹ばいになると、ゆっくりと彼の重みを感じた。

「愛してるよ。俺の宝物」

　静かに言い含めるように囁いて、テオの柔らかな唇が背中に吸いつく。

　きつく吸われるとピリッとした小さな痛みを感じるのだが、そのあとに広がる甘美な愉悦が下腹の奥に熱を送り込んで、じくじくと疼いた。

「あ……ふぁ……っ」

　体の重みでつぶれている柔肌とソファの間に彼の手が滑りこんできて、小さな突起を優しくこねられる。

　前と後ろから同時に異なる刺激を与えられ、額の辺りがぞわぞわと甘く痺れた。

「や……ン……っ」

　掌で胸の形を変えられ、揉みしだかれると、胸の先がソファに布地に擦れてじわじわと愉悦が押し寄せてきて、蜜壺が戦慄く。

　腰の辺りまでたっぷりと時間をかけて印をつけたテオは、双丘の丸みを滑らせるように薄い下衣を引き下ろした。

「膝を立ててくれた方がキスしやすいな」

　彼の体の重みが消えたので、ラシェルはゆっくりと起き上がり、四つん這いになる。

「なんてすべらかな肌なんだろうね。雪みたいに透き通って、とても綺麗だ」

　ちょうど窓から差し込む日の光が、こちらを照らしているのだろう。

「言わないで……」

「恥ずかしがることはないよ。ここには俺と君しかいないんだから」

　少しずれたフォローをしながら、テオは双丘にキスをした。

　胸を愛でていた大きな手はしなやかに体の線に沿って下りていく。それが辿り着く先がどこなのか、期待と想像でまた体の奥が疼いた。

「ふ……ぁ……っ」

　指先が内腿を撫で、濡れそぼる花弁をなぞる。その形を確かめるようにゆっくりとした動きに、ラシェルの太腿が小さく震えた。

「たっぷり濡れているね」

　くちゅくちゅと水音を立てながら、蜜口の周りをなぞっていた彼の指が少しずらされる。指の腹で触れられるだけ痺れるような快感が生まれ、ラシェルの腰が揺れ動いた。

「や、あ、あぁ……」

　くりくりと指先で捏ねられ、たちまち蜜口からとろとろと雫が溢れ出し、テオはそれを指で掬って、ラシェルの敏感な秘粒に塗り込める。

　触れられている間、手足がびくびくと震え、内腿は幾筋もの蜜で濡らされた。

「テオ……っ、我慢できない――」

　これ以上、秘粒を弄られ続けたら、おかしくなってしまいそうだ。

「我慢しなくていいよ」

　くすっと笑ったテオが、きゅっと敏感な淫芽を指で摘まんだ。痛みよりも愉悦が勝って、鮮烈な刺激は彼女を容易に高みに押し上げた。

「あっ……ああぁっ」

　蜜壺から透明な雫が噴きだし、彼の手を濡らした。

　くらくらと眩暈がして、ラシェルはソファに崩れ落ちるが、彼に支えられている腰は位置を保っていて、彼に臀部を突き出すような体勢になった。

「もう、ここは痛くない？」

　吐息が秘所にかかったかと思うと、ぬるりとしたものが蜜口に触れた。

「ひぁっ！」

　びくんと背中をしならせるが、力が抜けて後ろを確かめることができない。

「今度はちゃんとほぐしてあげるからね」

　じゅ、と愛蜜を吸われる音が聞こえた。

　ラシェルは一気に体温が高まる。

「や……そんなとこ、汚いからぁ……」

　ゆるく首を横に振るが、テオはしなやかな舌で蜜口をつつき、浅い部分をぬぷぬぷと舐めだした。

「ラシェルの体はどこも甘くて酔いそうだよ」

「ひ……ぁ、や、あぁ……」

　はしたないと思っても、腰が揺れ動いてしまう。でもたくましい腕に支えられているので、大きくは振れない。

　びしょびしょに濡れた秘所に温かな吐息がかかって、腰の辺りからぞくぞくと甘美な愉悦が背筋を駆け抜けた。

「ふぁ……そんなに、吸っちゃ……あぁ……ン」

　蕩け切ったラシェルの口端から雫が零れて腕を濡らすが、それをだらしないと恥ずかしがる余裕もない。

「どれだけ舐めてもきりがないみたいだ。でも、だいぶ柔らかくなったね」

　じゅぷ、と長い指が奥までなめらかに入ってきたが、痛みも違和感もなかった。

「どう？　痛くない？」

　中で指を折り曲げ、ぐちゅぐちゅと蜜をかき混ぜながら尋ねられ、黙って頷く。

「入れてもいい？」

「え、ええ」

　息を乱しながら頷くと、背後で衣擦れの音がした。

「ラシェルの温もりも、愛しい姿も全部俺のものだ」

　蜜口を大きく押し拡げた熱がずぷずぷと奥へ進んでくる。その圧倒的な質量に肌が粟立つが、先日のような痛みはない。むしろ、これから与えられる愉悦に期待して蜜襞が細かく収斂している。

「大丈夫？」

　気遣わしげだが、どこか苦しそうな吐息を背中に感じる。

　今にもはち切れそうな熱が最奥に、とん、とキスした。

「うん……気持ち、いい……」

　はぁ、と嘆息すると、テオが律動を始めた。

　初めての時の擦り切れるような灼熱の痛みはなく、最初から重怠い愉悦がラシェルの体を駆け抜けていった。

「ああぁっ」

　体勢が違うせいなのか、勢いよく最奥を穿たれると、内臓まで押し上げられてしまうような激しい波がやってきて、蜜壺がせわしなく疼いた。

「あっ、あっ……いい……っ」

　蜜襞が擦れる度に雫が滲み出て、抽送はよりなめらかになっていく。

「ラシェル……君の中、熱くてたまらない。ずっとこうしていたいよ」

　容赦なく最奥を抉られて、意識が飛びそうになった。

「は――あ、あぁ……っ」
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　緩急をつけて、抽送が繰り返され、蜜壺がうねり、テオに絡みつく。

　腰骨が蕩けそうな愉悦に、今が昼間だということも忘れてラシェルは喜悦の声を上げた。

「ああ、かわいい。俺の女神、ラシェル――」

　軽く息を上げながら、テオはラシェルを背中から抱きしめると、ゆっくりとその体を起こした。

「テオ？」

　繋がったまま、膝裏を抱えられ彼の前に座らされると、ラシェルは戸惑い気味に名前を呼んだ。

「ねえ、今どんな風になってるか、見える？」

　そう言われて目線を下に送れば、しとどに濡れた内股は大きく左右に開かれ、繋がっている部分が今にも見えそうだ。

「や、やだ……っ」

「ふふ、前を見てみて」

　真っ赤な顔を上げると、正面の壁にある大きな鏡に自分の痴態が映し出されていて、慌てて目を逸らした。

「どれくらい気持ちいい顔をしてるか、自分でも見てみるといいよ」

「い、いや……っ」

　ずん、と大きく突き上げられ、鮮烈な愉悦に嬌声が零れた。

　逃げようと思っても蜜襞を擦られると力が萎えてしまい、テオの上に臀部をついてしまう。それが自分から彼を求めているように思えて、恥ずかしい。

「あン……テオのすごく大きい……っ」

　みっしりと隘路を埋める熱は治まることを知らないのか、何度も激しくラシェルを高みに押し上げた。

　目線が定まらなくなって、ちらりと見てしまった鏡の中の自分のなんとはしたないことか。突き上げられる度にたわわな胸が上下に揺さぶられる。

　髪もほつれて、とろとろに惚けた表情はだらしないと思うものの、同時に目をくれたテオはそれを愛おしそうに見つめていた。

「愛してるよ、ラシェル」

　その言葉がすとんと胸に落ちてきて、これでいいのかと嬉しくなる。

「私もよ、テオ」

　ラシェルがそう言うと、テオが一際激しく愉悦を送り込んできて、一瞬息を詰める。

　どくんと、最奥に熱い飛沫が放たれるのを感じて、ラシェルもまた蜜襞をきゅうきゅうと収斂させた。

　絶頂を味わった体に、指先まで幸せが満ちていく。

（でも、これは私の幸せであってテオのじゃない。この愛が偽りだと彼が気づいたら、私は贖罪の炎に焼かれるのかもしれない）

　その時、愛は灰になって、風に吹かれて散っていくだろう。

　今が幸せならいいなんて、勝手すぎて本当に自分が嫌いになりそうだった。

















第四章　天色の朝にあなたと












　テオは、自室の執務机に頬杖をついて、ぼんやりと日記のページを眺めていた。

　自分はどうやら几帳面な人間だったらしい。

　アライス領に戻ってきてから、すでにひと月が経過していた。

　ラシェルと薔薇園でかくれんぼをした日から、日々のやりとりに既視感を覚えることが増えている。亡くなった両親や兄の部屋にも足を運んでみた。ふいに耳の奥で誰かの声が聞こえるような気もした。それは遠い昔に聞いた懐かしい温かい響きだ。

　これが記憶なのかもしれない。たしかに自分はここで生まれ、暮らしてきたのだという実感は少しずつ湧いてきた。

　それはきっと使用人たちもラシェルも温かく見守ってくれているからだろう。なんとなくもう少しで思い出せそうな気もしていた。

　近頃、過去のことを思い出そうとすると胸がざわざわするのだ。少し前だったらそんなことはまったくなかった。

　そしてそれはラシェルを抱いた後によく訪れる瞬間だった。

　明るく優しい妻が時々目を逸らす。彼女自身は気づいていないのかもしれないが、それを見ると胸が疼く。

　もしかしたら、記憶を失う前の自分はラシェルを愛する資格などなかったのではないだろうか。

（まさか、逆らったら暴力を振るうような乱暴な男だったとか……？）

　誰に聞いてもそんなことはないと言うが、面と向かって「はい、そうです」とは言えないだろう。

（でも……だったら、こんな日記を書いたりしないよな）

　ラシェルは自分のことではないと言っていたが、その根拠はなんなのだろう。

　もしかして自分は、外に女でも作るような男だったのだろうか。どうやら今まで贈り物もしたことがないようだったし、優しい彼女に甘えてぞんざいな態度を取っていたのかもしれないと思うと、自分が最低の人間に思えてきて気が沈む。

　記憶を失くす前の己を叱りながら、テオは机の上の書類を整理し始めた。

　何通か重ねられた手紙を一つ一つ差出人を確認していく。

「どれも知らない名前だ……」

　マクシムから教わって、なんとか仕事上での付き合いのある人間の名前だということはわかるが、以前の関わりは思い出せない。

　治めている領地内の商会の人間、各地の首長、王宮舞踏会の招待状――

「招待状？　王家……から？」

　一つの封筒に目を留めたテオは、メリニオン国を総べるステヴナン王家の名が記されたそれを眺めてから中身を取り出す。

　体調はどうか、仕事に復帰できそうか、現状報告を願いたいという気遣いの挨拶から始まり、夏の王家主催の舞踏会へぜひ参加してほしいということが書かれていた。

「なるほど、これだ」

　テオは目を輝かせて立ち上がると、早速ラシェルの部屋を訪れた。

「ラシェル。来月、王宮で舞踏会があるらしい。一緒に行こうよ」

　そう提案すると、彼女の唇が「舞踏会」と呟いたように見えた。だがその表情は晴れない。

「行きたくない？」

「私、その……あまりドレスを持っていないし……」

　ラシェルがそう答えるのは予想していた。だからこそ誘ったのである。

「じゃあ新しいドレスを仕立ててもらおう。またサンレアンに行ってさ」

　ラシェルはこういう時のテオの提案を否定しない。

　新しいドレスに、それに合わせる宝飾品もラシェルに贈りたい。

　少しでも彼女の喜ぶ顔を見たい。

　記憶が戻ることが一番の安心材料だと思うのだが、それが難しい今は、笑顔にする方法が贈り物をすることぐらいしか思いつかない。

　毎晩のようにラシェルへの愛を囁きながら、自分には彼女しかいないのだとその身に熱情を注いでも、その愛を繋ぎ留められているかどうかわからない。

「テオが、いいなら……」

　おずおずと返答するラシェルは、申し訳なさそうに目を伏せる。

（いつか、弾けるような笑顔でこの胸に飛び込んできてほしいな）

　テオは微笑して彼女の頬を撫でた。

　翌日、早速サンレアンに出かけて仕立屋に赴いた。

「こちらの生地などはいかがでしょう？」

　仕立屋の店員がいくつかの生地を机の上に並べてみせる。

　深紅のものから、淡いベージュのものまで色とりどりだ。

　ラシェルの瞳が左右に流れて、品物を眺めている。その視線が一つの色で止まる。

　上品でかわいらしい薄紅色のものだ。最高級のシルクは手触りも軽く、夏にはぴったりだろう。

「これにする？」

　遠慮しているのかラシェルが何も言わないので、代わりにそれを指してみせると、彼女は小さく頷く。

「では、これで。デザインに希望はある？」

「お任せするわ」

　ラシェルがそういうと店員は大きく頷いて、「かしこまりました」と胸に手を当てて恭しく腰を折った。

　それから体のサイズを測ったり、デザイン案を見せてもらったりしてだいぶ時間がかかってしまった。

「じゃあ、これに合うアクセサリーも揃えないとね」

「そ、そんなにたくさん買い物をして、あとで困るのはあなたよ」

　先日訪問した宝飾店に向かいながら、ラシェルは眉根を寄せて並び歩く。

「困るくらいがちょうどいいんだよ」

　テオは笑って答え、店を訪れるとネックレスやイヤリングを見繕った。

　指輪は先日のものがあるからいいと、そこだけは譲ってもらえなかった。

　意外と頑固な一面があるところもかわいいなと思って、テオは彼女の軽く膨らんだ頬を見てくすくすと笑った。

　完成したドレスを着て、贈った宝石を身に着けたラシェルは一番輝いて見えるだろう。

　そんな彼女をエスコートできる夜を、テオは指折り待った。






　　　※






　やがて舞踏会の日がやってきた。

　アライス領から王都までは三日ほどの旅程で着く計算だ。王都から一番近くの町エルムウッドを昼前に出て、夕暮れに背を押されるように馬車は王都を目指して進んでいる。

　宵のうちに王宮に到着する予定だ。

（また、あの人たちに何か言われたらいやだな。でも、あれから一年は経っているんだし……大丈夫よね）

　かつて一度だけ参加した夜会で、令嬢たちから投げられたとげとげしい言葉を思い出し、胃の辺りがきゅっと痛くなる。それと、ラシェルにはもう一つ不安があった。

　――王都には、テオの想い人がいる可能性が高い。

　記憶を失くしているゆえに、人に会うのがこわいと言っていたテオが積極的に行動しているのを見ると、無意識に王都へ行くことを望んでいるからではないかという疑問が湧いてくる。

（それならそれで、仕方ないわ。嘘をついているのは私なんだもの）

　ぎゅっと胸の前で手を握り込んでラシェルは息を詰めた。

「緊張してる？」

　隣から落ち着いた低い声が耳をくすぐる。

「ええ。だって王都は初めてで……」

　本当のことは言えず、ためらいがちに言葉を選ぶ。

　すると、すぐにふわりと清涼なフレグランスが濃くなって、口づけが重ねられた。

「緊張しないおまじない」

　テオはいたずらっぽく目を細めた。

「もう……お化粧してるのに」

　頬が赤いのは化粧のせいだけではない。

「ごめん、ごめん。でも君が一番きれいだよ。周りが霞んじゃうくらい」

　謝りながらテオは自身の唇についた紅を舌で舐め取る。行儀がいいとは言えない仕草なのに、ラシェルの胸がどきんと大きく鳴って、体の奥が疼いた。

　何度テオの情欲を刻み込まれただろうか。彼に触れられない夜は物足りないと思うくらい、もう彼なしでは心も体も満たされなくなっていた。

「テオだって、すごくかっこいい。みんなあなたと踊りたがるわ」

　舞踏会では、特に踊る相手の決まりがないと聞く。既婚者であろうとも、そこは自由らしい。

　今夜のテオは、黒のタキシードをすらりと着こなし、糊の効いた白いシャツに上着と同色のウエストコートを身に着けている。シャツのカフスボタンには黒真珠とピンクトルマリンがあしらわれていた。洗練された服装に桃色の宝石はやや浮いて見えたが、彼がどうしてもラシェルの指輪の色に合わせたいと言って作らせたものだった。

　長い脚の先にはピカピカに磨かれた靴がある。ズボンの裾から、ちらりと見える靴下も黒で揃えてある。

「俺の記憶がないことは王宮にいる人間なら知っているだろうし、気持ち悪くて踊りたがる人はいないんじゃないかな」

　テオはそう言って肩をすくめる。

「そんなことないでしょ」

　ラシェルは苦笑する。

　テオは自身の魅力に頓着がなさすぎる。

（私、こんな素敵な人の隣に立てるかな……）

　どう見ても釣り合いが取れない気がしてきた。

　仕立屋で選んだ薄紅色のシルクの生地を基に作られたドレスは、襟もとの大きく開いたデザインで肩の部分が隠れるだけの短い袖をしたものだ。胸元や袖口、細く絞った腰の部分には水晶やダイヤモンドの装飾が施され、動く度にきらきらと光を弾いている。

　スカート部分は透けるほど繊細なチュールが重ねられ、裾にはたっぷりの純白のレースがあしらわれていた。

　綺麗に結い上げられた飴色の髪には、ルビーの髪飾りが煌めいている。ネックレスとイヤリングも同じくルビーで揃え、気品高く優雅な様子はラシェルをぐっと大人っぽく見せていた。

（用意してもらった物はとても素敵だけど、着こなせているかどうかはわからないわ）

　初めての王都、王宮、そして現れるかもしれないテオの想い人。

　何度深呼吸してみても、不安は拭えないまま、馬車は王宮へ到着した。

　受付で招待状を渡すと、従僕が朗々と響き渡る声で「テオ・アライス侯爵ならびにラシェル夫人のご到着です！」と告げ、飛び上がりそうになった。

　大広間に先に着いていた人々が揃ってこちらを向いたので、ラシェルの緊張は最高頂に達する。

「みんな同じだから、大丈夫だよ」

　いつの間にかぎゅっとテオの袖を力いっぱい掴んでいたらしく、彼に苦笑いされ、恥ずかしくなった。

　たしかに彼の言う通り、自分たちの後ろからやってきた招待客も大声で名前を呼ばれているが、気にする風でもなく粛々と入場してきた。

「ほんと、頼りにしているわ」

「ラシェルにそう言ってもらえるのが嬉しい」

　テオは日向のような笑顔を見せ、ラシェルの手に自身のそれを重ねて片目を瞑った。

　子供の頃に見せたような懐かしい仕草に、心が温かくなる。

「じゃあ、今夜はテオにいっぱい頼るわね」

　澄まして答えると、彼は笑って「いいよ」と答えるのだった。

　ほどなくして国王一家が姿を見せ、王宮楽団の演奏でゆったりとした曲のダンスが始まった。

「俺たちも踊ろうか」

「し、しばらく踊ってないから……下手よ？」

「楽しめばいいんだよ」

　テオに腰を引き寄せられ、片手をそっと握られた。

　よろめくように広い場所に連れていかれ、恥をかくだけではと心配したが、テオのステップは完璧だった。見ただけではきっと記憶喪失で不安を抱えている人間だとは気づかないほど、堂々した立ち振る舞いだ。しかもラシェルのおぼつかない足取りもさりげなくカバーしてくれ、踊りやすいように工夫してくれている。

「テオ、すごいのね」

　胸と胸がくっつきそうなほど体は密着し、見上げれば澄んだサファイヤブルーの瞳に吸い込まれそうな錯覚に陥って、またステップが抜けた。そこを華麗にくるりとターンさせて一瞬で彼に抱き留められる。

「やっぱり、ラシェルが一番綺麗だよ」

　蕩けるような笑みを向けられ、頬がかあっと熱くなった。

　目を逸らすように天井に視線を向けると、そこには豪奢なクリスタルガラスのシャンデリアがいくつも下がっている。昼間のような光に照らされ、ラシェルのドレスもアクセサリーもキラキラと煌びやかに輝いていた。

（テオは、こんな素敵な場所でもお仕事しているんだ……）

　周囲を見渡せば、色とりどりでさまざまなデザインのドレスに身を包んだ女性たちが踊っている。

（私より、素敵な人ばかり）

　垢ぬけない田舎の小娘よりも、最先端のおしゃれに身を包んだ眩しい女性の方が、魅力的に思えるのは当然のことのように思えた。

　誰もがテオに熱い視線を送っているように見える。曲が終われば誰かが声をかけてくるだろう。その中に彼の本当の想い人がいるかもしれない。

　テオの存在が少し遠くに感じられて、ラシェルの心に雲がかかった。

「もう一曲、できるよね？」

　最初のダンスをまるまると踊り切ってから、そうテオに言われて戸惑う。

「でも、他の人は――」

「俺はラシェルとしか踊らないよ」

　瞳の奥にどろりとした熱情を灯したテオは顔を寄せてラシェルの耳元で囁き、離れる瞬間に軽く耳朶を食んだ。

「……っ」

　どきんと鼓動が大げさなほど跳ねて頬を薔薇色に染めると、反論は認めないとでもいうように、彼は次の曲に入ってもラシェルを独占した。

（どうしよう。この瞬間にもテオの想い人が見ているかもしれないのに……）

　嬉しさとともに、誰かが「テオと踊るべき相手は自分だ」とやってくるかもしれないという不安のはざまで胸が苦しくなる。

　次の曲がテンポの速いものということもあり、息の上がったラシェルは休憩を提案した。

「じゃあ、飲み物でも取ってくるから、一緒に休もう」

　大広間の続きに広いスペースがあり、そこでは飲み物や軽食が用意され、大勢の貴族たちが談笑していた。

　一番端の壁際の長椅子に腰かけると、どっと緊張がゆるんで体が重く感じてしまう。

（国中の貴族たちの集まりか……）

　幸い、今回はラシェルに声をかけてくる令嬢の姿はなかった。それでも一人になると不安になり、キョロキョロと辺りを見回す。誰も近づいてこないのを確認すると、ラシェルはホッと胸を撫でおろした。

　できるだけ周囲に意識を向けないようにじっと座っていると、突然ガラスが割れるような音と小さな悲鳴が耳に飛び込んできた。

　ハッとそちらを向くと、人波が割れて床に膝をついている人物がよく見える。それはさきほどまで一緒にいた夫の姿だ。

「テオ!?」

　弾けるように立ち上がると、ラシェルは彼のもとへ駆け寄った。

「グラスが割れているから気をつけた方がいい」

　近くにいた誰かにそう声をかけられたが、夢中で彼のそばにしゃがみこみ、その肩に手を置く。

「テオ？　どうしたの？」

　ラシェルは俯いている彼の顔を覗き込んだ。

　テオの顔は蒼白で、額には汗が滲んでいる。

「ごめん……急に頭が痛くなって。でも、もう大丈夫」

　笑ってみせようとするが、眉間には深い皺が寄ったままだ。

「だめよ、休まないと。あの、救護室はどこですか？」

「どうかなさいましたか？」

　立ち上がったラシェルの声に、すぐに王宮の衛兵がやってきた。事情を説明すると、彼はすぐに同じ階にある救護室へ案内してくれた。

　テオの足取りはわりとしっかりしていたが、その表情は優れない。

「大袈裟だよ、ラシェル」

「だめ。ちゃんと横になって」

　救護室にあるベッドに腰かけたままの彼にぴしゃりと返すと、彼は苦く笑って靴を脱いでベッドに上がった。

「もしかして、怪我の影響が……？」

　テオについてきてくれた侍医は、数日様子をみて何ともなければ大丈夫だと言わなかっただろうか。

　ちょうど部屋の扉が開いて、件の侍医が姿を現した。

「あの、急に頭が痛くなったそうで……」

　ラシェルが彼にそう言うと、侍医はテオの体を調べ始めた。

　手足が動かせるか、物の見え方に問題はないかなど一通り診察した彼は、小さく唸った。

「……体の方は大丈夫のようです。頭痛も一過性のものだと思われます。あるいは、何か記憶に触れるような出来事がありましたか？」

　侍医がそう言うと、テオは目を逸らした。

「飲み物をもらおうと並んでいた時に、少し離れた場所にいた男たちの会話が聞こえたんです。ラシェルをダンスに誘いたいようで、その美しい容姿の虜になったらしく……俺がいるのも知らないでいろいろと不道徳な発言を……そうしたら急に頭の奥がガツンと痛くなって、目の前が一瞬暗くなりました」

　テオは言葉を濁したが、その時のことを思い出したのか不機嫌そうに目を眇めた。

「過去にも同じようなことがありませんでしたか？」

「……わかりません。考えようとすると頭が痛くなる」

「そうですか。何か嫌な記憶と結びついて頭の中が混乱し、頭痛を引き起こしたのかもしれません。記憶の方は、どうですか？　あれから何か思い出せましたか？」

　侍医の質問にテオは首を横に振る。

「そうですか。心配なことはあるでしょうが、数年後に思い出した人もいるという話を聞いたことがありますから、希望は捨てずに療養なさってください。今夜はひとまず痛みが引けば問題ないでしょう」

　侍医はそう言って救護室を出ていった。

「テオ……」

「ごめん、せっかくの舞踏会なのに」

　ラシェルがベッドのそばの椅子に腰かけると、テオは深いため息をついた。

「私のことは気にしないで」

　心配をかけないように微笑みかけると、テオも力なく口角を上げてみせた。

　静かになった救護室の扉がノックされる音がして、さきほどの侍医かと思い返事をして立ち上がる。

　しかしながら中に入ってきたのは、侍女を何人も伴った、いかにも高貴な身分だとわかる若い令嬢だった。

「テオさまがお倒れになったと聞いたわ！」

　令嬢はそう声を上げ、早足でこちらへやってくる。

　鮮やかな群青のドレスは華奢な彼女の体を上品に盛り立てていた。ドレスに縫いつけられた細やかな金糸や宝石の粒は数えきれないほどだ。ハーフアップにしたプラチナブロンドには、ダイヤが散りばめられた小ぶりのティアラが輝いている。

「アンジェリカ王女殿下」

　テオが迷いなく彼女をそう呼んだので、ラシェルは慌ててドレスの裾を摘まみ、礼をとった。

（そういえば、王家の方々が入場してきた時に、いたような――）

　初めのうちは緊張していたので、よく覚えていない。

　たしかテオが怪我をしたのは、アンジェリカを庇ったからだと侍医が話していたのを思い出した。毎日見舞いに訪れるほど責任を感じていたらしいから、今夜もテオのことを気にかけていたのかもしれない。

「テオさま。お加減はいかがですか？」

　ラシェルの礼には応えずに、王女は割り込むような形でテオとの間に入ってくる。

「もう大丈夫です。少し頭痛がしただけで」

「でもっ、もとはといえば私が悪いのに……なんて寛大なお言葉なんでしょう」

　アンジェリカは、ドレスのポケットからシルクのハンカチを取り出して目元を拭った。

「本当にもう大丈夫です。ただ、陛下へのご挨拶は、明日改めて時間を作ってほしいとお伝えいただいてもよろしいでしょうか？」

「まあ。でしたら客室へご案内いたしましょうか？」

「いえ、殿下のお手を煩わせるわけにはいきません。あと少しここで休ませていただくだけで大丈夫です」

「そう……。一人の方がゆっくりできるでしょうから、奥さまは私と一緒に向こうでお話でもいかがかしら？」

　そこで初めてラシェルの存在に気づいたかのように振り返ったアンジェリカは、にこりと花のように笑った。

「でも、テオのことが心配ですし……」

「テオさまはお一人でいる方が、気が休まると以前おっしゃっていたのです。お聞きになっていないのですか？」

　呆れたように眉を動かした王女に、ラシェルは何も言えなくなってしまう。

　その目元に、視線が釘付けになったからだ。

（輝く緑色の……瞳）

　鼓動が嫌な音を立てて跳ねた。

「奥さまはここへいらっしゃるのが初めてよね？　テオさまがお元気になられるまで少し私とお話なさらない？」

　そのきらきらとした瞳には、有無を言わせない力が宿っていた。

「わかりました……」

　せっかく王女が誘ってくれているのを断るわけにはいかない。

（テオも一人がいいみたいだし……）

　ラシェルはきゅっと唇を噛んだ。

「アンジェリカ王女殿下が一緒なら安心だ。ラシェルは一人にならないようにね」

「あら。私の心配はしてくださらないのですか？」

　アンジェリカが冗談めかした調子で言うと、テオが困ったように笑った。

「殿下に近づく不届き者には、すぐに衛士が駆けつけるでしょう？」

　人と話すのがこわいと言っていたテオが、気さくに話している。

「恐れ入ります、アンジェリカ王女殿下。先に、部屋の外でお待ちしております」

　二人の親密なやりとりをこれ以上見ていたくなくて、ラシェルは自分から部屋を出た。

　あとからアンジェリカが出てきて、並び歩くように談話室へ向かう。しかし、アンジェリカの足は談話室を通り抜けて、中庭へ迷いなく進んでいく。

「テオさまの記憶は、まだお戻りにはならないのね」

　アンジェリカは侍女に人払いをさせ、ラシェルと二人きりになると、ほうっと静かにため息をついた。

「奥さまには本当に申し訳ないと思っているわ」

「いえ……アンジェリカ王女殿下にお怪我がなくて、なによりです」

　ラシェルは芝生に立ち尽くしたまま、笑おうとしたが頬がひきつって動かなかった。

「身を挺して庇ってくださって嬉しかったわ。でも……申し訳ないというのはそういうことではないの」

　反対に、アンジェリカは頬に手を当てて柔らかく目を細める。

「え？」

「テオさまが以前のことを忘れて、傷ついているのは奥さまだけではないのよ」

　ひやりとした夜風が、ラシェルの首筋を撫でていく。

「私も、同じなの」

　アンジェリカは自身の胸に手を当てた。

「私とテオさまは密かに想い合っていたわ。でも家の事情でどうしても別の女性を娶らなければならなくなったから、すぐには結婚できないと言われて……待ってほしいと言われていたの。一年で離縁するからと」

　その言葉に全身が強張った。テオではないが、頭の奥を激しく叩かれたような衝撃を感じた。夏だというのに、指先から体温が奪われていく。

「頭を打って、そのことも忘れてしまってとても悲しいわ。テオさまが私のことを、二人の約束を忘れてしまって……つらい」

　アンジェリカは両手で顔を覆って肩を震わせた。

「そんな……こと……信じられるわけ……」

　ラシェルは蚊の鳴くような声を出した。

　初夜に、告げられた「好きな人」。

　結婚して一年が経つ頃に作らせたエメラルドのブローチ。

　日記につづられた名前のない相手への愛の言葉。

　積極的に誘ってきた舞踏会。

　すべては、目の前にいるアンジェリカ王女のためというなら、合点がいく。

　ぐらぐらと激しい眩暈がして、ラシェルはよろめいた。

「お願い。テオさまの幸せを考えるなら、彼の心を解放してあげて。私に返して」

　ハンカチで目元に押し当てながら、ぐすぐすと王女が鼻をすする。

（でも、記憶がこのまま戻らなければテオの心は私のもの……）

　ちがう。できない、そんなことは。

　ラシェルはゆるゆると首を横に振った。

「王女殿下、どうかされましたか？」

　背後からかさりと芝生を踏みしめる音が聞こえてハッと振り返ると、そこには王宮の衛兵服に身を包んだ男が立っていた。

　それを見たラシェルは反射的に走り出し、来た道を引き返していた。

（ここにいたら私は邪魔者だ。テオを笑顔にしてあげられるのはアンジェリカ王女殿下しかいないんだわ！）

　視界が滲んだ。溢れる涙を拭うこともせずに廊下を駆け抜け、玄関へ飛び出した。

　馬車回しに停めてあるアライス家のものを見つけると、待機していた御者の二人に声をかける。

「帰ります。馬車を出して」

　頬を涙で濡らしたラシェルを見て、御者たちはぎょっと目を剥く。

「奥さま。どうなさったんです？　今夜はこちらでお過ごしになるご予定だったのではないのですか？　旦那さまは？」

「テオだけ……王宮に残ります。お願い、出して」

　声が震えそうになるのをぎゅっと堪えて懇願すると、彼らは顔を見合わせた後、馬具の調整をし、ランタンを灯してから彼女を客車に乗せた。

　ゆっくりと馬車が動き出すと、開いた城門をくぐる。

「私がいない方が、テオは幸せになれる……」

　隣に座っていたはずの愛しい人の温もりを求めるように、シートに突っ伏した彼女は声を上げて泣いた。

　やがて馬車は王都を抜け、広い草原の広がる街道を走っていたが、従僕は交替で休めても馬は休めない。途中の水場で馬たちを休憩させることになった。

　暗闇が棲む夜の帳が、広大な平原を包み込んでいた。寂寥とした道に足を着けたラシェルは、泣きはらした目で空を見上げた。星々が煌めき、風が静かに囁いている。

　御者たちが慣れた手つきで馬に水を与え、労うように毛並みを撫でていた。

「王都から一番近い町はエルムウッドよね？　あとどれくらいかかりそう？」

「半分以上来ましたから、夜半になるかと。もう少し進めば門の明かりも見えてくると思いますよ」

「私のわがままに付き合わせてしまってごめんなさい。そこで宿が取れたら、泊まっていきましょう」

　もう少し休憩をしたら出発しようということになり、ラシェルは馬車の脇にある木製のベンチに腰かけていた。

　テオの幸せを星に祈りながら瞳を潤ませていると、ふっと何かの物音が聞こえた気がした。

「何か、来る」

　御者の一人が周辺を見回した。

　すると突如として草原の闇が不穏な気配で包まれた。遠くから影が一つ、また一つと増えていき、一直線にこちらにやってくる。馬が土を蹴り上げる音や嘶きに混じって、男たちの邪悪な笑い声が響き、ラシェルの背筋を寒気が走った。

「まずい、盗賊だっ」

「奥さま、早く中へ！」

　二人が血相を変えて、ラシェルを客車の中に押し込む。それから一人が護身用の剣を抜いてベンチに立つと、もう一人は御者台に上がって手綱を握る。

　まだ休み足りないであろう馬たちは草原を疾走し、一時は盗賊たちを引き離したが、やがて体力が尽きたのか徐々に速度を落としていく。

「ああ……そんな、どうしたら……」

　ラシェルはぎゅっと両手を握りしめて肩をすぼめた。

　外でベンチに立っている御者が剣を振るい、相手の武器と交差する金属音が聞こえ、ますます体が震えだした。

（助けて……誰か――）

　絶望に押しつぶされそうになった時、彼方から轟く馬の蹄の音が聞こえた。

　完全に足取りを止めてしまった馬車の周囲で、男たちの怒号が響く。

「旦那さま！　この剣を！」

　御者の声に、ハッと顔を上げる。

（テオ……!?）

　馬車の窓に張り付くように外の闇に目を凝らす。

　人影が交錯し、誰かが倒れるのが見えた。

「痛い目を見たくなければ、今すぐ立ち去れ！」

　それは、たしかにテオの声だった。

「うるせえ！」

　盗賊が息巻き、テオに斬りかかるが、彼はそれを巧みにいなし、一刀のもとに彼らを伏していく。

「テオ……うしろっ！」

　いくら剣術に優れていても、大人数を相手するのは圧倒的に不利だ。

　盗賊の一人がテオの背後に回り込み、こん棒のようなものを振り下ろす。かろうじて直撃は免れるが、耳の脇をかすったらしく、頭を押さえてよろめく。

　しかしながら、完全に倒れることはなく、ひるまずに男たちに剣を振るった。その堂々たる姿に盗賊たちは驚き、攻撃の手が鈍る。

　そこを見逃さなかった御者たちが一気に加勢すると、分はこちらに移った。

「くそっ！　引き上げるぞ！」

　男の一人が言い、馬に飛び乗ると再び草原の闇に紛れるように消えていった。

　窓に手をついて、ほうっと安堵の息を吐いたラシェルは、ずるずるとシートに凭れかかった。

「ラシェル……！」

　勢いよく扉が開いて、身なりも呼吸も乱したテオの姿がそこにはあった。

「テオ……幻じゃないの？」

「俺は、ここにいるよ」

　客車に乗り込んだテオは、ラシェルの震える体をきつく抱きしめた。

　その温もりに、枯れたと思った涙がまた溢れてくる。

「こ、こわかった……」

「もう大丈夫だ」

「あ、ありがとう。でも……私より、本当に好きな人の所へ行って」

　涙で震える声を振り絞って、ぎゅっと目をつぶる。

「本当に好きな人？　ラシェル以外にいるわけがない」

　テオは深いため息をついた。

「長い夢を見ていたようだ」

「え？」

「話はあとだ。まずはエルムウッドに向かおう。もう明かりが見える所まで来ている」

　テオが優しく腕を解き、外にいる御者に何か声をかけに行った。

　馬の状態を確認しているのかもしれない。

（どうして、テオは私を追いかけてきたの？）

　好きだと信じ込ませてしまった自分の責任だ。

　ずきんと胸が痛んだ。

「ゆっくり行けば大丈夫そうだ。部屋が取れたらそこで休もう」

　本当に今夜はテオに頼りっぱなしになってしまった。

　馬車の中で会話はなかった。それでよかった。

　ここまで来てくれただけでも嬉しい。エルムウッドに着いたあとは、テオに真実を告げて王宮に戻ってもらうのだ。

　馬車が町の門へ近づくと身分を検あらためられた。テオがアライス家の紋章入りの指輪を見せると、それと同じ家紋の入った馬車を見て、門衛は深夜にもかかわらず中へ入れてくれた。

　町に一軒しかない宿屋に立ち寄ると、酒場の方では賑やかな喧騒が聞こえてくる。

「ちょうど一つ部屋が空いているそうです。我々は一階の相部屋で休みますから、旦那さまと奥さまはごゆっくりとお休みください」

　受付に行っていた御者の一人が、にこにこと笑顔を浮かべて鍵を手渡してきた。

「すまない。明日の出発は昼過ぎにしよう。お前たちもゆっくりしてくれ」

　テオが言うと、御者たちは顔を見合わせ、恭しく頭を下げる。

「ラシェル。おいで」

　彼に手を引かれて、二階にある客室の中に入った。

　小さな町の宿屋は旅人用のもので、狭い室内に簡易のベッドと小さな机と椅子があるだけだった。

「怪我はないか？」

「う、うん。大丈夫」

　かすり傷一つないのは、テオが駆けつけてくれたおかげだ。

「ラシェル。君に謝らなければならないことがある。いや、謝って済む問題ではないだろう。だが、自分の気持ちにもう嘘はつけない」

　ベッドに並んで腰かけると、テオが静かにそう言った。

（ああ、ついにアンジェリカ王女殿下への想いに気づいたのね）

　ラシェルは、ほつれたおくれ毛を耳にかけながら弱々しく笑った。

「いいの。テオの幸せはテオのものだから」

「全部、思い出したんだ。さっきの夜盗の一撃で完全に目が覚めたようだ。その前から少しずつ霧が晴れるように蘇ってきていたんだが。小さい頃のことも、王宮で仕事をしていた時のことも、兄さんたちが亡くなった時のことも……」

　ラシェルと結婚した時のことも、と付け加えられ、ラシェルは黙って俯いた。

「君は……俺が一人で不安にならないように、記憶を失くした俺を温かく迎えてくれた。その優しい嘘にも気づかずに、能天気に手を出してしまった」

　テオは重々しく頭を下げる。

「だ、大丈夫……。テオのせいじゃないから」

　真摯に謝罪する彼を慰めるように笑顔を作る。

「取り返しのつかないことをしてしまったと思っている。でも、こうなった以上はもう我慢するのはやめる。君が嫌だと言っても離さない。一生かけて幸せにするから、偽りではない君の愛が欲しい」

　はじめは頷いて聞いていたラシェルだが、途中から彼の言葉が呑み込めなくなって、首をかしげた。

「な……にを言っているの？」

「ずっと前から愛しているんだ。だから兄さんを想うラシェルを前に、自分の気持ちが邪よこしまなような気がして、それを日記に書くことで抑え込んできた」

「あれって、アンジェリカ王女殿下のことではなかったの？」

　テオの言葉に、眉をひそめる。

「殿下には、以前婚約者になってほしいと言われたことがあるが、好きな人がいると断っている。ラシェルと結婚する時もそう言ったのに。さっきも自分がもともとの婚約者だと平然と嘘をついてきた」

　淡々と答えるテオは、わずかに目を眇めた。

「嘘だと……わかったの？」

「ああ。救護室で休んでいる時に、実は思い出しかけていたんだ。あの日も俺は怒っていたなって……」

「あの日？」

　ラシェルはぱちぱちと瞬きをした。

　初めて聞く話ばかりで、質問一辺倒になってしまう。

「ラシェルと結婚して初めて参加した夜会の日だ。談話室で休んでいるラシェルを見て、他の男たちが君を誘う相談をしていた。ああいうやつらは既婚でもおかまいなしなんだ。そんな輩の目に触れさせたくなくて、あれ以来、夜会に君を連れていくのはやめようと思ったのを思い出した」

「し、知らなかったわ、そんなの」

「知らなくていい。でも、もし君が誰かの誘いに騙されて、そいつのものになったらと思ったら耐えられなかった。君の魅力は俺だけがわかっていればいいって、勝手な考えだ」

　テオは自身の髪をくしゃりと掴んで、考え込んだ表情を浮かべた。

　そういうことだったのかと、ラシェルは目尻を下げて微笑む。

「テオ。嫌われるかもしれないけれど、私の気持ちを聞いてくれる？」

　彼が真実を話してくれているのだから、自分も正直に言わねばならないと思ったのだ。

「どんなラシェルでも嫌いになるものか」

　テオは顔を上げて、こちらを真っ直ぐに見つめてきた。

「……私、子供の頃からずっとテオのことが好きだったの」

　彼の視線をしっかりと受け止めたエメラルドのように美しい瞳は、揺らぐことがなかった。

「まさか……だって、兄さんと……」

　彼が信じられないという風に目を瞠る。

「婚約の話が出て、周りがみんな喜んでいて、本当のことを言えなかった。私が黙っていれば、みんな幸せになれるんだって。でも結婚するならテオがよかった、そう思っていた時にファビアンたちが事故に遭って……もしかしたら、私のせいかもって……」

　その声に怯えが滲んだ。

「どうしてラシェルのせいになる？　あれは自然災害だ」

　テオは心配そうな表情で、ラシェルの手を包み込む。

「本当に？　私の願い事を誰かが残酷な形で叶えたのかもって、こわくて……言えなかった」

「それを言ったら、俺も同じだ。二人を祝福しながら、どうにかしてラシェルを取り返せないかって考えたこともあった。だから大丈夫、君のせいじゃない」

　誰かに赦してほしかった。欲しい言葉を一番聞きたい人から聞けた。

　ラシェルの頬を涙が滑り落ちる。

　ずっと心の奥に澱のように溜まっていた影が、静かに消えていった。

「不安にさせてすまなかった。好きな人がいると言ったのは、兄さんへの想いを断ち切れない君を無理やり抱くのは申し訳ないと思ったからだ。それも……もう限界で、一年が経ったら本当の気持ちを伝えようと決めた。ラシェルの透き通った瞳と同じ色をしたブローチと一緒に。できれば、渡すまで内緒にしたかったんだが」

　テオが苦笑したので、つられてラシェルも潤んだ瞳のまま、くすっと笑った。

「その前に、記憶喪失になるのは想定外だった。事故の日のことも思い出したよ。あの時アンジェリカ王女殿下は外国語を教えてほしいと仕事中の俺についてきたんだ。ではこの仕事が終わるまでもう一刻ほどお待ちくださいと言うと、今すぐ来てくれなければ階段から落ちると。わざとではないだろうが、本当に靴のかかとが段差にひっかかってバランスを崩して……俺が咄嗟に手を伸ばして、あとはよく覚えていない……」

　薔薇のように可憐で美しいだけの女性ではなかったのだ。

（でも、私も記憶喪失のテオに本当のことを言えなかったわけだし……あんまり責められないかも……）

　むしろ、本当に王家との繋がりができた方が、アライス家のためにはよかったのではないだろうか。

「何か余計なこと考えていない？　殿下には今度こそはっきりと断ってきたから安心して。それよりも、ラシェルを泣かせた上に、危険な目に遭うきっかけを作ったことは謝ってもらわないと」

　憤りを隠せないテオの腕をそっと撫でる。

「テオの記憶が戻ったから、もういいの。本当の気持ちも聞けたし」

「ラシェル。君は優しすぎるよ」

　ぎゅっと抱きしめられ、ラシェルも彼の背中に腕を回す。

「もう離さない」

「テオ……」

　言葉は要らなかった。

　重なる口づけは偽りのない愛を伝え合い、熱を高めていく。

「んっ……ふぁ……」

　テオの舌が歯列を割って中に入ってくる。柔らかな頬の内側や奥までたっぷりと舐められて、ラシェルも彼の舌に絡みついた。

（私も離れたくない……）

　互いの体温と唾液を交えながら、テオが後頭部に手をやって結い上げた髪を解いてきた。

「ラシェル。今夜の君は一番綺麗だった。でも一番魅力的な姿は俺だけのものだから」

　もどかしくも性急にドレスのボタンを外し、リボンを解いていくテオの余裕のない様子が、ラシェルを求めてやまないと感じさせ、胸が高鳴った。

「今夜はもうどこに印をつけてもいいだろう？」

　舞踏会でこのドレスを着ると決めてから、肌が見える部分に口づけの跡を残さないようにと、ジニーから釘を刺されていたのだ。

「いいわ……」

　ドレスを脱がされ、窮屈なコルセットに収まっていたとは思えないほどの豊かな乳房が露わになった。

「あ……ン……」

　ベッドに優しく押し倒され、やわやわと胸を揉みしだかれ、首筋に強く吸いつかれる。

　じんと、痛みと甘い痺れに手足がぴくぴくと震えた。

　肩や鎖骨にもキスが落とされ、白い肌の上に新しい花びらの印が浮かぶ。

「甘くて、おいしい」

　乳嘴に吸いつかれ、反対のそれは指で強弱をつけて扱かれた。

「は――あぁ……っ、テオ……」

　左右交互に甘い刺激を与えられ、薔薇色に色づいた乳嘴がぷっくりと勃ち上がる。ぱくりとそれを口に含んで、舌で舐め転がされると一気に下腹部に熱が籠った。

　はしたなくも腰が揺れて、レースの下衣を濡らしていく。

　テオは雪のように白い腹部にキスしながら、レースの下着をもはぎ取った。

　ラシェルが身に着けているのは、太腿で留めている透けるほど繊細なシルクの靴下だけだ。中途半端な恰好が羞恥心を煽られる。いっそすべてを剥ぎ取られた方が集中できるのに。

「俺の愛撫でこんなに感じてくれるなんて嬉しいよ」

　優しく太腿を割り開かれ、秘唇がくちゅりと淫靡な水音を立てた。それは十分にそこが濡れていることを示す。

「やぁ……見ないで……」

　頬を林檎のように赤くした妻を見て、テオはうっそりと笑う。

「とても綺麗だよ。恥ずかしがることはない」

　彼はさらに秘唇に手を伸ばし、薄皮に隠された紅玉を剥き出しにした。指の腹でつるりと撫でられるだけで、びりびりとした鮮烈な刺激が背筋を貫く。

「ひぁ……っ」

「ああ、本当に敏感でかわいらしい。もっと声を聞かせて」

　ちゅっと音を立てて淫芽が吸われる。

「あっ、あぁっ、感じちゃうの……っ」

　あまりにも強すぎる愉悦に背中がしなり、腰が大きく上下に揺れ動いた。

　敏感な場所を舌で執拗に舐められ、蜜口に埋められた指先が中から弱い部分を擦りつけてくると、ラシェルの瞳に感じ入った涙の膜が張った。

「ひぁぁ……おかしくなっちゃう……！」

　ぎゅっとシーツを掴んで、強烈な愉悦の波に耐えようとする。しかし彼の巧みな指と舌遣いの前に陥落して、目の前が真っ白になった。

「あぁぁ……っ」

　まぶたの裏に星が煌めき、全身が空に舞い上がったような錯覚を覚え、意識が彼方へ飛ぶ。

　次に目を開けた時には、彼はすでに自身の衣服を脱ぎ捨てていて、引き締まった胸板が軽く汗ばんでいた。

　ラシェルが息を乱しながら緩慢に身じろぎすれば、双丘の下のシーツがびしょびしょに濡れているのがわかる。

　恥ずかしがる暇もなく膝を立てられ、テオの硬く熱いものが蜜口に押し当てられた。

「愛しているよ、ラシェル」

　張りつめた熱杭が隘路をゆっくりと拡げていく。たっぷりと潤った淫筒が待ち望んでいたかのように絡みつきながら最奥へ誘った。

「テオ……まだ、靴下脱いでない……」

「いいよ。このままで」

　テオは目元を赤く染めて、瞳の奥に熱情の色を孕ませて見つめてきた。

　そうは言っても、何かしら半端に身に着けた状態は恥ずかしい。だがそう思うとなぜか蜜壺が疼いて蜜がさらに蕩けだした。テオが奥へ進むと、じゅぷじゅぷと淫らな水音が増す。

　とん、と優しく最奥に到達すると、彼は身をかがめてラシェルを抱きしめ口づけを重ねてきた。

「んぅ……ふ、は、あぁ……っ」

　互いの唇を貪りながら、抽送で沸き起こる快楽の波に身を委ね、昂る熱を甘受する。

　まださきほどの余韻が残っている所を突き上げられ、ラシェルの表情が熱く蕩けた。

「一緒に気持ちよくなろう、ラシェル」

　汗で頬にはりついた髪を耳にかけられる。

　感じ過ぎてしまって、勝手に蜜襞が彼を締めつけてしまうことはすでに気取られていたらしい。

「あ、あっ、あ……っ」

　律動が激しくなって、ラシェルは白い喉を仰け反らせ嬌声を上げた。

　きつく抱きしめられ、擦れ合う胸先からくすぐったいような愉悦が沸き起こる。

　首筋に甘く歯を立てられ、舐められ、最奥は痺れるほどの重怠い衝動で貫かれて、彼との境目がわからなくなるほど、どろどろに絡み合った。

　目の前にいる愛しい人が消えないよう、ラシェルは彼の背中に爪を立ててしがみついた。

「大好き……愛しているわ、テオ……！」

　ベッドの軋む音がこれ以上ないほど激しくなった。
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「あっあぁぁ……っ」

　艶やかな嬌声が室内に響き、それに応えるように、テオの熱がどくんと彼女の胎内で爆ぜた。

「く……っ、ラシェル……っ」

　壊れそうなほどきつく彼女を抱きしめて、テオは一滴残らず白濁を注ぎ込む。

　恍惚とした表情で、ラシェルはそれを受け止めた。

　はらはらと零れる熱い涙は幸せの証。






　ようやく明け方に眠りについた二人が目覚めたのは、眩しい日差しのおかげだった。

「おはよう……テオ」

「おはよう、ラシェル。そういえばカーテン、閉めてなかったな」

　隣に横になっているテオがおかしそうに笑って、窓の方を眺める。

「昨夜は夢中だったから」

　ラシェルも笑って、体を窓の方に向けると陽光に目を細めた。

　薄い雲がゆったりと流れ、抜けるような青空が広がっている。

「……出発まで、まだ時間あるよな？」

「え？」

　目をぱちくりさせたラシェルを後ろから抱きしめたテオが、肩に口づけてきた。そこからぽっと新たな熱が生まれる。

「き、記憶が戻っても、その……限界がない、のね？」

「記憶が戻った俺に抱かれるのは嫌？」

　くすっとテオが笑った。

「ううん。嫌じゃない」

　細い肩を揺らして弾ける笑顔を浮かべたラシェルは、彼の方に向き直ってその胸に飛び込むようにくっついた。

　温かい光が降り注ぐ中、二人は互いの記憶に愛情を刻み込むように、いつまでも甘い時間を過ごしたのだった。
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　――三か月後。

　ラシェルはテオと共に、ジュネ家を訪問していた。その胸元には煌びやかに輝くエメラルドのブローチがあった。

「わあ、かわいいわね。目元がお義姉さんにそっくり」

　ゆりかごに揺られて、機嫌良さそうに指を吸っている幼い男の子に、ラシェルは笑いかけた。

「まあ、あなただけよ、そんなことを言ってくれるの。みんなこの人にそっくりだって言うの」

　義姉は夫であるエリックの方を向いて、拗ねたように肩をすくめた。

「鼻の形もお義姉さんと同じですよ」

　テオが言うと、義姉はぱあっと顔を明るくした。

「さすが義弟ね！　もうお前もテオくんみたいな男の子になって、ラシェルちゃんのような女の子見つけるのよ～」

　義姉は我が子の頬をぷにぷにと指で突いた。その指をぎゅっと掴んで、はむ、と口に入れる。エリックがそれを見て苦笑している。

「ほんとにかわいい……」

　先日生まれた甥の顔を見にきたのだが、想像以上のかわいらしさに頬が緩む。

「記憶を失くしている間も、本当にお世話になりました。父君が経営する商会の方にもずいぶん迷惑をかけてしまったようで」

　テオが深々と頭を下げる。

「いいのよ。大事なお得意さまだもの」

　義姉は胸を張って答える。

「さあ、さあ。お昼御飯ができたわよ。あなたたちも食べていくでしょう？」

　母がニコニコしながら台所から顔を出す。

「あ……私はいいかな……ちょっと食欲なくて」

　ラシェルがお腹をさするのを見て、全員の視線が彼女に集まる。

「え、それって……」

　母がぽかんと口を開ける。

　ラシェルの隣に立っていたテオが、照れたようにはにかんだ。

「あ、うん。実は、赤ちゃんができたみたいなの」

　ラシェルは軽い調子で答えると、彼と視線を交わして微笑み合う。

「おめでとう、ラシェル」

　ジュネ家のみんなに祝福され、体を冷やすといけないだの、やれ滋養のつくものを持っていけだの、てんやわんやの大騒ぎとなった。

　温かい時間を過ごしてから、二人は帰途につく。

「体はつらくない？　そんなに食欲がないなんて思わなかった」

「そういう時期があるんだって。個人差があるみたい。それに大丈夫な時もあるのよ」

　馬車に揺られながら、ラシェルは笑った。

「それなら、もう帰った方が……」

「大丈夫って言ったでしょ。ちゃんと報告したいから」

　ラシェルの真っ直ぐな瞳に、テオは小さく息を吐いて「わかった」と答えた。

　二人はまっすぐに居城に帰るのではなく、丘の上を目指していた。

　テオが記憶を取り戻してから、国王に現状報告と王宮での文官仕事の手伝いを辞退させてもらいたい旨を願い出たり、盗賊に襲われた時の状況の説明をしなければならなかったり、二人の時間がなかなか取れなかった。

　アンジェリカは、ラシェルが命の危険にさらされたことを知って、心から申し訳なかったと頭を下げたらしい。その後、隣国のドラコシア国王の末息子のもとへ輿入れが決まったという話も聞いた。

　かわいい末娘のアンジェリカを手放したくないメリニオン国王は、今まで彼女を甘やかしてきたが、今回の件を重く受け止め、潔く結婚の申し出を受けることにしたのだという。

　祖国を出たくないと王女は泣いていたそうだが、国の安寧の為に尽くすのが王族の務めと厳しく言い含められ、不承不承メリニオン国を出たとのことだ。

（王女殿下の瞳が緑だったのが、ややこしかったわね）

　ラシェルは彼女の顔を思い浮かべて苦笑した。

　やがて馬車が速度を落とす。地面に降りて、テオとともにゆっくりと坂道を上ると、そこには他に人影はない。

　秋風がスカートをはらりと揺らし、墓地に咲く野草の花びらを遠くへ連れていった。

「兄さん。しばらく来られなくて悪かった」

　一際大きな墓石の前で二人は静かに祈りをささげた。

「もっといろいろ話せばよかった。抜け駆けなんてずるいって正面からぶつかればよかった」

　肩を震わせるテオの腕にそっと寄り添い、彼を見上げる。

　その頬に一筋の涙が光っているのを見て、ラシェルの胸にもこみ上げるものがあった。

「気を張って当主らしく強くならなければって、今も俺なりに頑張っているよ。ラシェルのことも大切にするから、見守っていてほしい」

　ラシェルの肩を抱き寄せて、テオはきっぱりと言い切る。

「私、テオとずっと寄り添って生きていきたい。私たちの幸せを、ずっと祈っていてね」

　墓石に刻まれた名前を見つめながら、瞳を潤ませた。

　ざあっと強い風が吹いて、色とりどりの花びらが風に舞う。

　それは言葉のない祝福のように感じられた。

「帰ろうか、俺たちの家に」

　テオは涙を拭って笑ってみせた。

「ええ。みんなも待っているわ」

　ずいぶん遠回りしてしまった気がするが、ようやくこじれた糸が解けてまっすぐになった。

　愛する人としっかりと手を繋いで、二人は歩き出す。

　胸元のエメラルドが陽光を受けて、キラキラと輝いた。それは、これからの二人の未来を照らすように美しく尊い光。
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